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　「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」は、想いを込めた漢字一

字をメッセージとともに大切な人へ贈る、というイベントです。このた

び、第3回を開催いたしました。

（募集期間：2015年7月10日〜10月13日）

　全国から「家族部門」には9,824作品、「夫婦・恋人部門」には

791作品、「友人・恩人部門」には5,854作品、「自分部門」には

2,961作品、「その他」2,211作品、合計21,641作品のご応募をいた

だきました。

　その中から、絆大賞4作品、日本漢字能力検定協会賞4作品、審

査員特別賞12作品、ペア応募特別賞5組、佳作60作品を決定いたし

ました。

「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」とは
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※所属はコンテスト開催当時のものです。

審査員長

審査員

橋本五郎 （読売新聞特別編集委員）

審 査 員

ゴルゴ松本	（お笑い芸人）

やすみりえ	（川柳作家）

華雪	 （書家）

髙坂節三	 （公益財団法人 日本漢字能力検定協会 会長）
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弊
協
会
は
、平
成
四
年
の
財
団
設
立
以
来
、「
日
本

漢
字
能
力
検
定（
漢
検
）」の
実
施
運
営
を
主
な
事
業

と
し
、漢
字
や
漢
字
教
育
に
関
す
る
研
究
の
支
援
、日

本
語
・
漢
字
に
関
す
る
講
演
会
や「
今
年
の
漢
字
®
」

に
代
表
さ
れ
る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
々
、多
彩
な

事
業
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
も
公
益
財

団
法
人
と
し
て
、日
本
語
・
漢
字
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
提

供
し
、豊
か
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、第
三
回「
今
、あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字 
コ

ン
テ
ス
ト
」も
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
、感
謝
と
と
も
に
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。今
回
も
二
一
、六
四
一
作
品
の
ご
応
募
が
あ
り
、多

く
の
方
々
か
ら
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
い
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、本
コ
ン
テ
ス
ト
は「
コ
コ
ロ
伝
え
る
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

〝
絆
〟は
目
に
見
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、だ

か
ら
こ
そ
大
切
な
人
へ
の
想
い
を
伝
え
る
た
め
に
、目

に
見
え
る
か
た
ち
と
し
て
贈
っ
た
・
贈
ら
れ
た「
漢
字
一

字
」は
、か
け
が
え
の
な
い
一
字
と
し
て
お
互
い
の
心
に

刻
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、よ
り
多
く
の
方
々
に
漢
字
を
贈
る
こ
と
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、応
募
部
門

を
、従
来
の
小
・
中
・
高
・一
般
の「
年
代
別
」か
ら
、「
贈

る
相
手
別
」に
変
更
し
ま
し
た
。ご
応
募
い
た
だ
い
た

方
に
は
、家
族
や
、夫
婦
・
恋
人
、友
人
・
恩
人
、そ
し
て

自
分
へ
と
、ふ
だ
ん
は
恥
ず
か
し
く
て
口
に
出
せ
な
い

発
行
に
あ
た
り
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想
い
を
、コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
伝
え
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、二
人
一
組
で
漢
字
を
贈
り
合
う
、「
ペ
ア
応

募
」を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。寄
せ
ら
れ
た
作
品
か
ら

は
、学
校
や
ご
家
庭
で
、世
代
を
超
え
た
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

い
ず
れ
の
作
品
も
大
変
素
晴
ら
し
く
、審
査
に
お
い

て
、と
て
も
悩
み
ま
し
た
が
、二
五
作
品
が
優
秀
作
品

と
し
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
年
度
も
第
四
回
目
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
継

続
い
た
し
ま
す
。こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
き
っ
か
け
に
、一

人
で
も
多
く
の
方
々
に「
今
、大
切
な
人
に
贈
り
た
い

漢
字
」に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
す
時
間
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。こ
の
冊
子
を
読
ま
れ
た

皆
様
に
は
、ぜ
ひ
周
囲
の
方
々
に「
相
手
を
想
っ
て
漢
字

一
字
を
贈
る
」こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
お
伝
え
い
た
だ

く
と
と
も
に
ご
応
募
い
た
だ
け
れ
ば
、こ
れ
以
上
の
喜

び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、こ
の
た
び
日
本
語
・
漢
字
を
学
ぶ
楽
し
さ

を
提
供
し
、豊
か
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
の

事
業
の
一
環
と
し
て
、京
都
の
八
坂
神
社
近
く
に「
漢

字
博
物
館
・
図
書
館（
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」が
、平
成

二
八
年
六
月
二
九
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

漢
字
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
り
深
く
感
じ
て
い
た

だ
け
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な
る
よ
う
運
営
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
弊
協
会
の
事
業
活
動
へ
の
ご
理
解
、ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

公
益
財
団
法
人 

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

代
表
理
事 

理
事
長　

久
保 

浩
史

5　



今
回
の
募
集
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ

と
つ
が
部
門
を
年
代
別
で
は
な
く
、
贈
る
相

手
別
に
し
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は

「
ペ
ア
応
募
」
と
い
う
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
を

つ
く
っ
た
こ
と
で
す
。
い
さ
さ
か
手
前
味
噌

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
狙
い
は
ず
ば
り
的
中

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
「
ペ
ア

応
募
」
は
、
一
方
的
に
贈
る
の
で
は
な
く
、

双
方
向
に
す
る
こ
と
で
漢
字
を
仲
立
ち
に
し

た
「
広
場
」
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
応
募
作
品
は
い
ず
れ
も
相
手
に
対
す

る
思
い
や
り
、
優
し
さ
に
満
ち
た
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
始
め
よ
う
と
し
た
私

た
ち
の
一
番
の
思
い
は
、
自
分
に
と
っ
て
大

切
な
漢
字
一
文
字
を
通
し
て
お
互
い
に
慈
し

み
の
心
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
す

が
、
み
な
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
応

募
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
も
素
敵
な
作
品
ぞ
ろ
い
で
、
審
査
が
大
変

だ
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

審
査
員
長　

橋
本 

五
郎

総
　
評

　6



今回から応募部門を一新しました！

家族部門、夫婦・恋人部門、友人・恩人部門、自分部門の4部門に変更。
ご応募いただく方の年齢に関係なく、贈りたい相手やメッセージの内容
によって、部門を選んでいただけるようになりました。

家族、夫婦・恋人、友人・恩人との間で、お互いの気持ちを漢字に託し
て、贈り合うことができるようになりました。

応募部門の変更ポイント

家族部門
父母、祖父母、兄弟・姉妹、お子さん、お孫さんに想いを込めて、いつも
一緒の家族、遠く離れた家族にも。

年齢に関係なく選べる４部門
POINT

1

新たに＜ペア応募＞が可能に
POINT

2

夫婦・
恋人部門

ふだんは恥ずかしくて伝えられないご主人や奥様、彼氏彼女へ想いを
伝えるチャンス。

友人・
恩人部門

学生時代の友人はもちろん、社会人の方は一緒に働く仲間に。また、
あなたの人生を導いてくれた恩師や仕事でお世話になっている先輩に。

自分部門
過去の自分へのメッセージ、未来の自分へのメッセージ、自分自身を
見つめ直すきっかけにも。

7　



目
　
次

（
大
阪
府
・
大
阪
市
立
西
中
学
校
１
年
生
）

（
秋
田
県
・
製
造
業
事
務
）

（
長
崎
県
・
会
社
員
）

（
埼
玉
県
・
会
社
員
）

（
千
葉
県
・
千
葉
県
立
袖
ケ
浦
特
別
支
援
学
校
６
年
生
）

（
愛
知
県
・
無
職
）

【
自
分
部
門
】

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】

【
友
人
・
恩
人
部
門
】

【
家
族
部
門
】

【
家
族
部
門
】

ワ
ニ
ー
タ
・
ソ
フ
ィ
ア
・

ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ペ
ラ
エ
ス 

さ
ん
……
…

P20

鈴
木 

華
奈 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P16

池
田 

晋
作 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P26

山
口 

潤 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P18

（
神
奈
川
県
・
会
社
員
）

【
友
人
・
恩
人
部
門
】

小
堀 

知
恵 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P28

（
愛
知
県
・
津
島
市
立
南
小
学
校
６
年
生
）

【
自
分
部
門
】

伊
藤 
大
貴 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P30

西
銘 

梅
花 
さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P14

田
桐 

勲 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

［
絆
大
賞
］

［
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
］
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※掲載の都道府県、学校名・学年、職業は応募当時のものです。

【
家
族
部
門
】

池
上 
あ
さ
ひ 

さ
ん
（
東
京
都
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P36

谷
内 
颯
志
朗 

さ
ん
（
神
奈
川
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…

P38

山
森 
柚
佳 
さ
ん
（
愛
知
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P40

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】

鈴
木 

知
英
子 

さ
ん
（
奈
良
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P44

谷
本 

良
裕 

さ
ん
（
徳
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P46

吉
原 

か
な
え 

さ
ん
（
広
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

【
友
人
・
恩
人
部
門
】

佐
々
木 

幹
雄 

さ
ん
（
東
京
都
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

笹
原 

瑠
姫 

さ
ん
（
神
奈
川
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P54

下
田 

千
花 

さ
ん
（
福
岡
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P56

【
自
分
部
門
】

ジ
ョ
ン
ソ
ン 

美
生 

さ
ん
（
高
知
県
）……
…
…
…
…
…

P60

廣
井 

直
美 

さ
ん
（
神
奈
川
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P62

藤
井 

し
ょ
う
子 

さ
ん
（
神
奈
川
県
）……
…
…
…
…
…
…

P64

西
山 

直
美 

さ
ん

西
山 

和
治
郎 

さ
ん
（
京
都
府
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P70

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】

鈴
木 

哲
也 

さ
ん

鈴
木 

と
く
え 

さ
ん
（
埼
玉
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P72

【
友
人
・
恩
人
部
門
】

田
中 

輝 

さ
ん

脇
山 

陸
久 

さ
ん
（
佐
賀
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P76

野
村 

俊
夫 

さ
ん

野
村 

千
恵 

さ
ん
（
東
京
都
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P74

［
審
査
員
特
別
賞
］

［
ペ
ア
応
募
特
別
賞
］

【
家
族
部
門
】

本
多 

永
和 

さ
ん

本
多 

幸
恵 

さ
ん
（
埼
玉
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68
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目 次

【
家
族
部
門
】　

朝
山 
ひ
で
こ 

さ
ん
……
P80

池
田 

裕
美 
さ
ん
……
…
P80

大
向 

太
清 

さ
ん
……
…
P81

川
畑 

奈
納 

さ
ん
……
…
P81

古
賀 

君
香 

さ
ん
……
…
P82

下
村 

結
香 

さ
ん
……
…
P82

芹
澤 

健
一 

さ
ん
……
…
P83

早
田 

瑞
枝 

さ
ん
……
…
P83

戸
塚 

礼
恩 

さ
ん
……
…
P84

中
達 

真
緒 

さ
ん
……
…
P84

野
沢 

知
世 

さ
ん
……
…
P85

野
田 

玲
来 

さ
ん
……
…
P85

HO TUAN ANH 

さ
ん
……
P86

矢
野 

恵
麻 

さ
ん
……
…
P86

渡
邉 

梨
乃 

さ
ん
……
…
P87

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】　

泉 

正
育 

さ
ん
……
…
…
P87

井
上 

和
美 

さ
ん
……
…
P88

尾
出 

圭
美 

さ
ん
……
…
P88

川
上 

由
華 

さ
ん
……
…
P89

川
部 

美
史 

さ
ん
……
…
P89

木
村 

麻
由 

さ
ん
……
…
P90

小
松 
瑠
美
子 

さ
ん
……
P90

佐
々
木 
涼
子 
さ
ん
……
P91

住
吉 

国
和 
さ
ん
……
…
P91

田
口 

響
子 

さ
ん
……
…
P92

辻
川 

定
男 

さ
ん
……
…
P92

津
守 

あ
ゆ
み 

さ
ん
……
P93

中
山 

右
子 

さ
ん
……
…
P93

村
上 

真
央 

さ
ん
……
…
P94

山
村 

彩
夏 

さ
ん
……
…
P94

【
友
人
・
恩
人
部
門
】　

石
井 

花
鈴 

さ
ん
……
…
P95

上
本 

梨
瑚 

さ
ん
……
…
P95

金
子 

明
日
香 

さ
ん
……
P96

小
林 

志
帆 

さ
ん
……
…
P96

島
津 

京
平 

さ
ん
……
…
P97

白
幡 

侑 

さ
ん
……
…
…
P97

鈴
田 

浩
二 

さ
ん
……
…
P98

田
邉 

水
香 

さ
ん
……
…
P98

中
井 

遥
希 

さ
ん
……
…
P99

久
永 

健
太 

さ
ん
……
…
P99

藤
井 

玲 

さ
ん
……
…
…
P100

山
下 

菜
香 

さ
ん
……
…
P100

横
尾 
伸
子 

さ
ん
……
…
P101

横
山 
翔
太 
さ
ん
……
…
P101

脇
本 

啓
子 
さ
ん
……
…
P102

【
自
分
部
門
】　

青
沼 

は
る
香 

さ
ん
……
P102

岩
田 

あ
か
り 

さ
ん
……
P103

大
橋 

天
裕 

さ
ん
……
…

P103

片
山 

実
珠
樹 

さ
ん
……
P104

桑
内 

智
雅 

さ
ん
……
…
P104

髙
本 

涼
太 

さ
ん
……
…
P105

冨
田 

菊
乃 

さ
ん
……
…
P105

中
嶋 

梨
璃 

さ
ん
……
…
P106

野
田 

秋
星 

さ
ん
……
…
P106

深
村 

駿
介 

さ
ん
……
…
P107

細
川 

永
登 

さ
ん
……
…
P107

松
崎 

誠 

さ
ん
……
…
…
P108

松
本 

路
宇 

さ
ん
……
…
P108

矢
野 

浩
樹 

さ
ん
……
…
P109

山
﨑 

完
基 

さ
ん
……
…
P109

［
佳
作
］
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※基本的には応募作品の原文をそのまま掲載しておりますが、一部修正を加えている箇所がございます。ご了承ください。

朝
山 

ひ
で
こ 

さ
ん
……
P80

池
田 

裕
美 

さ
ん
……
…
P80

大
向 

太
清 

さ
ん
……
…
P81

川
畑 

奈
納 

さ
ん
……
…
P81

古
賀 

君
香 

さ
ん
……
…
P82

下
村 

結
香 

さ
ん
……
…
P82

芹
澤 

健
一 

さ
ん
……
…
P83

早
田 

瑞
枝 

さ
ん
……
…
P83

戸
塚 

礼
恩 

さ
ん
……
…
P84

中
達 

真
緒 

さ
ん
……
…
P84

野
沢 

知
世 

さ
ん
……
…
P85

野
田 

玲
来 

さ
ん
……
…
P85

HO TUAN ANH 

さ
ん
……
P86

矢
野 

恵
麻 

さ
ん
……
…
P86

渡
邉 

梨
乃 

さ
ん
……
…
P87

【
家
族
部
門
】　

梶
川 
七
海 
さ
ん
……
…
P112

白
川 

遼
馬 
さ
ん
……
…
P112

中
田 

ひ
か
る 
さ
ん
……
P113

中
富 

勇
次
朗 

さ
ん
……
P113

濱
崎 

麻
子 

さ
ん
……
…
P114

藤
平 

未
来 

さ
ん
……
…
P114

松
木 

里
奈 

さ
ん
……
…
P115

松
田 

光
子 

さ
ん
……
…
P115

見
ル
野 

未
来 

さ
ん
……
P116

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】　

浦
田 

有
利
子 

さ
ん
……
P116

大
野 

友
理
香 

さ
ん
……
P117

工
藤 

純
子 

さ
ん
……
…
P117

小
西 

由
美 

さ
ん
……
…
P118

酒
井 

彩
那 

さ
ん
……
…
P118

谷
口 

智 

さ
ん
……
…
…
P119

富
田 
満 
さ
ん
……
…
…
P119

中
嶋 
果
苗 
さ
ん
……
…
P120

星
名 

義
明 
さ
ん
……
…
P120

細
田 

み
わ 

さ
ん
……
…
P121

森 

裕
子 

さ
ん
……
…
…
P121

【
友
人
・
恩
人
部
門
】　

秋
山 

華
穂 

さ
ん
……
…
P122

木
田 

景 

さ
ん
……
…
…
P122

後
藤 

彩
花 

さ
ん
……
…
P123

實
藤 

裕
佑 

さ
ん
……
…
P123

鶴
留 

真
宝 

さ
ん
……
…
P124

林 

実
可
子 

さ
ん
……
…
P124

原
田 

菜
由 

さ
ん
……
…
P125

桧
山 

惇 

さ
ん
……
…
…
P125

松
澤 

し
お
り 

さ
ん
……
P126

三
藤 

久
美
子 

さ
ん
……
P126

森
木 

千
晴 

さ
ん
……
…
P127

和
田 

小
夏 

さ
ん
……
…
P127

【
自
分
部
門
】　

青
山 

昌
代 

さ
ん
……
…
P128

荒
井 

恵
伶
名 

さ
ん
……
P128

飯
海 

綾
汰 

さ
ん
……
…
P129

大
久
保 

彩 

さ
ん
……
…
P129

宍
倉  

美
奈
子 

さ
ん
……
P130

白
濱 

梨
心 

さ
ん
……
…
P130

瀬
戸 

美
果 

さ
ん
……
…
P131

高
橋 

直
也 

さ
ん
……
…
P131

田
辺 

真
里
香 

さ
ん
……
P132

恒
川 

淳
子 

さ
ん
……
…
P132

八
巻 

淑
恵 

さ
ん
……
…
P133

山
本 

舞
夏 

さ
ん
……
…
P133

［
入
選
］

11　



絆
大
賞

13　



（千葉県・千葉県立袖ケ浦特別支援学校６年生）

［ 家 族 部 門 ］

西 銘  梅 花 さ ん

絆大賞

　14



　

受
賞
し
た
と
知
っ
た
と
き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

な
ぜ
「
双
」
と
い
う
字
に
し
た
か
と
い
う
と
、
私
は

妹
の
桜
良
と
双
子
に
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
桜
良
と

は
、
い
つ
も
一
緒
で
、
私
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
す
ぐ

来
て
く
れ
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
と
き
に
体
を
さ
さ
え
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
一
緒
に
い
る
と
、
す
ご
く

楽
し
く
て
桜
良
と
双
子
に
生
ま
れ
て
き
て
本
当
に
幸
せ

だ
な
ぁ
と
思
っ
た
の
で
、
双
子
の
「
双
」
と
い
う
文
字

を
選
び
ま
し
た
。
そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

桜
良
に
送
り
ま
し
た
。

　

桜
良
に
受
賞
し
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
た
の
で
、
恩
返
し
が
で
き
て
、
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　

け
ん
か
も
た
く
さ
ん
す
る
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
な

か
よ
し
で
楽
し
い
双
子
で
い
た
い
で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
梅
花
」
と
「
桜
良
」
の
名
前
に
は
、
二
つ
の
花
が

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
お
互
い
に
お
互

い
を
思
い
や
り
な
が
ら
愛
さ
れ
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
切
実
な
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
双
」
の
文

字
を
見
ま
す
と
、
そ
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
「
双
」
は
二
人
が

並
ん
で
一
緒
に
前
に
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
足
が
不

自
由
で
、
と
て
も
厳
し
い
毎
日
か
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
こ
れ
ま
で
も
二
人
が
仲
良
く
が
ん
ば
っ
て
き
た
の

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
明
る
く
、
希
望
を
も
っ
て
進

ん
で
ほ
し
い
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

15　



（秋田県・製造業事務）

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

鈴 木  華 奈 さ ん

絆大賞

工場で生温い扇風機の風を受けながら、

体中汗を流し機械を動かして

ミリ単位の仕事をしている。

爪の間や指紋の奥は油でいつも真っ黒。

貴方の努力の汗は私にとって幸せの汗です。

汗
夫

妻

　16



　

大
型
機
械
が
発
す
る
轟
音
の
中
、
機
械
と
図
面
を
交

互
に
睨
み
、
最
後
に
手
の
感
覚
で
仕
上
げ
て
い
く
姿
は

私
に
と
っ
て
未
知
の
世
界
で
し
た
。
材
料
と
な
る
金
属

の
塊
が
ひ
と
つ
の
製
品
に
な
る
ま
で
の
段
取
り
は
神
経

を
使
い
ま
す
し
、
ど
れ
だ
け
の
汗
を
流
し
て
い
る
の
か

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
へ
応
募
す
る
に
あ
た
り
主
人
に
贈
る
漢

字
を
考
え
た
時
、
仕
事
を
し
て
い
る
様
子
が
真
っ
先
に

思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

　

改
め
て
読
み
返
し
ま
す
と
恥
ず
か
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
す
が
、
こ
の
受
賞
で
夫
婦
の
絆
が
ま
た
深
ま
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

懸
命
に
働
く
旦
那
さ
ま
の
姿
が
浮
か
び
ま
す
ね
。
油

で
汚
れ
た
手
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

ミ
リ
単
位
の
作
業
は
心
身
と
も
に
集
中
が
必
要
で
、
し

た
た
る
汗
を
拭
う
間
も
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
そ
の
大
変
さ
を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
優
し
い
ま
な

ざ
し
で
見
守
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
「
汗
」
と
い
う
漢
字

に
感
謝
の
想
い
が
込
め
ら
れ
、
そ
れ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
た
む
き
に
日
々
の
お
仕
事
を
こ

な
し
て
い
る
汗
は
美
し
く
輝
い
て
見
え
ま
す
ね
。
夫
へ

の
愛
情
を
、
飾
ら
な
い
毎
日
の
中
か
ら
見
つ
け
た
漢
字

一
文
字
で
表
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
幸
せ

の
「
汗
」
で
す
ね
。
（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

17　



（埼玉県・会社員）

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

山 口  潤 さ ん

絆大賞

私が学生時代にアルバイトをしていたラーメン屋のマスターには、

色々な「骨(=コツ)」を教わった。

店じまいをするといつも、仕込みや調理の「コツ」とは違う、人生の「コツ」を語ってくれた。

まもなく私は社会に出たが、このとき教わった「コツ」に、どれだけ助けられてきただろう…

ぐつぐつと「骨」を煮込みスープを仕込む時とは違う顔つきのマスターが語ってくれた「コツ」は、

いまとなっても大切な宝物です。

骨
恩師

私

　18



　

漢
字
と
は
、
不
思
議
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
身
の

回
り
に
あ
り
ふ
れ
る
文
字
た
ち
の
中
か
ら
、
一
文
字
だ

け
を
抜
き
出
し
て
目
の
前
に
据
え
て
み
る
と
、
そ
こ
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
や
背
景
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
「
骨
」
と
い
う
文
字
は
と
り
わ
け
、
色

鮮
や
か
な
情
景
を
思
い
起
こ
し
て
く
れ
る
漢
字
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
中
で
、
き
っ
と
ま
た
、
あ

た
ら
し
い
一
文
字
の
漢
字
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
は

ら
ん
で
、
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
漢
字
一
文
字
が
、
私
の
未
来
の
中
で
意
味
に

な
り
、
価
値
に
な
り
、
記
憶
に
な
り
…　

こ
の
度
の
受

賞
で
は
、
そ
う
い
っ
た
事
を
想
像
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

て
も
素
敵
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

＇
祝
＇
大
賞

！！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

！！
「
骨
」

（
コ
ツ
）
を
得
る
。
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
大
切

な
宝
物
と
出
逢
い
ま
し
た
ね
。
大
人
か
ら
若
者
へ
伝

え
る
人
生
の
「
骨
」（
コ
ツ
）
。
骨
は
骨
格
を
形
成
す
る

大
切
な
「
骨
組
」
で
す
。
「
屋
台
骨
」
で
す
。
人
は

死
ん
だ
ら
必
ず
「
骨
」（
ほ
ね
）
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

「
骨
」（
ほ
ね
）
だ
け
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。
百
年
、
千

年
、
万
年
、
真
実
は
残
る
ん
で
す
ね
。
「
御
縁
」
で

出
逢
っ
た
ラ
ー
メ
ン
屋
の
マ
ス
タ
ー
の
言
の
葉
が
、

「
骨
」
身
に
沁
み
て
！
「
骨
」
に
刻
ん
で
！
「
骨
」
を

折
り
な
が
ら
！
「
骨
」
の
あ
る
男
に
！
育
っ
て
い
く
ん

で
す
ね
。
「
骨
」（
ほ
ね
）
折
れ
損
の
く
た
び
れ
儲
け

に
な
ら
ぬ
よ
う
に
一
つ
一
つ
一
生
懸
命
「
コ
ツ
コ
ツ
」

と
積
み
重
ね
「
気
骨
」
の
あ
る
人
に
な
っ
て
下
さ
い
。

命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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［ 自 分 部 門 ］

絆大賞

（大阪府・大阪市立西中学校１年生）

ワニータ・ソフィア・
アンジェロ・ペラエスさん

　20



　

は
じ
め
に
、
私
に
こ
の
賞
を
い
た
だ
き
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

を
し
っ
た
と
き
に
、
す
ご
く
び
っ
く
り
し
、
心
か
ら
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
賞
を
い
た
だ
く
ま
で
は
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
不
幸
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
そ
れ
で
も
友
達
や
家
族
に
支

え
ら
れ
、
き
っ
と
神
様
は
、
人
生
を
公
平
に
見
て
く
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
に
努
力
が
で
き

る
た
め
の
力
を
あ
た
え
て
「
壊
れ
る
」
の
作
文
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
明
る
く

前
向
き
で
努
力
を
し
つ
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
壊
」
の
漢
字
の
成
り
立
ち
は
、
「
褱
」（
カ
イ
）

に
「
土
」
を
加
え
た
か
た
ち
で
す
。「
褱
」（
カ
イ
）
と

は
、
死
者
の
襟
元
に
涙
を
注
ぎ
、
そ
の
ひ
と
を
懐
か
し

む
死
別
の
儀
礼
を
意
味
し
、
「
土
」
は
土
地
を
守
る
神

を
祭
る
神
社
を
表
し
ま
す
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、

「
壊
」
は
、
何
か
の
事
情
で
住
む
土
地
を
去
る
と
き
、

そ
こ
に
あ
る
神
社
を
取
り
壊
す
儀
礼
を
意
味
し
ま
す
。

そ
こ
か
ら
「
壊
す
」
、
「
壊
れ
る
」
の
意
味
が
派
生
し

ま
し
た
。
ペ
ラ
エ
ス
さ
ん
は
、
一
見〝
悪
い
〟
意
味
に

思
え
る
「
壊
れ
る
」
と
い
う
状
況
に
「
チ
ャ
ン
ス
」
を

見
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
文
字
に
い
く
つ
か
の

意
味
を
持
つ
漢
字
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
ペ
ラ
エ
ス
さ
ん
が
感
じ
た
よ
う

に
、〝
悪
い
〟
こ
と
と〝
良
い
〟
こ
と
の
両
方
の
意
味
を

持
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る
で
私

た
ち
が
生
き
て
い
る
世
界
そ
の
も
の
の
よ
う
で
も
あ
り

ま
す
。
今
回
気
づ
か
れ
た
視
点
を
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
ん

な
思
い
を
込
め
て
、
絆
大
賞
を
贈
り
ま
す
。
（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
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（愛知県・無職）

［ 家 族 部 門 ］

田 桐  勲 さ ん

日本漢字能力検定協会賞

　24



　

こ
の
度
、
後
期
高
齢
者
の
愚
作
に
身
に
余
る
光
栄
を

賜
わ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
人
間
関
係
の
稀
薄
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
、

そ
の
延
長
線
上
に
、
社
会
の
平
和
と
安
穏
を
脅
か
し
か

ね
な
い
事
件
や
事
故
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
因
に
、
人
の
心
を
伝
え
る
手
書
き
の
文
字
や

言
葉
が
蔑
ろ
に
さ
れ
、
簡
易
さ
と
利
便
性
を
重
視
し
た

I
T
社
会
の
台
頭
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
書
き
の
文
字
に
は
豊
か
な
個
性
と
心
の
思
い
が
端

的
に
表
れ
て
い
ま
す
。
貴
協
会
の
活
動
に
よ
り
漢
字
へ

の
関
心
が
高
ま
り
健
全
な
社
会
の
構
築
に
寄
与
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

75
歳
に
な
る
お
じ
い
さ
ん
、
日
本
の
農
業
の
将
来
を

心
配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
突
然
、
孫
が
「
日
本
の

食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
に
農
学
部
に
進
学
し
て
、
農

業
を
職
業
と
す
る
」
と
言
い
出
し
た
。
ど
の
お
じ
い
さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
も
孫
は
可
愛
い
。
そ
の
孫
の
成
長
に

驚
き
、
嬉
し
い
喜
び
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
昂
弥
君

頑
張
れ
！
（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（長崎県・会社員）

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

池 田  晋 作 さ ん

日本漢字能力検定協会賞

家にいると洗濯する音　炊事をする音　心地よい毎

日のリズム　たまに怒鳴り声　子供が叱られている

妻から発する音は欠かせないものなんです　心のエ

ナジードリンクです

音
妻

旦那
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坦
々
と
毎
日
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で

慣
れ
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
し
ま
え
ば

そ
れ
ま
で
、
何
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
出
来
事

あ
た
り
前
に
続
く
日
常
の
音
、
あ
る
時
、
聞
こ
え
な
い
と

何
だ
か
淋
し
い
事
に
気
付
く

雑
音
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
だ
け
だ
け
ど

家
族
に
と
っ
て
、
不
可
欠
な
音
、
心
地
良
い
音
、
キ
ズ
ナ

の
音
、
そ
の
事
に
気
付
く
機
会
が
、
あ
る
と
言
う
事
に
感

謝
し
ま
す
。

た
だ
、
私
の
頭
に
音
と
い
う
漢
字
か
ら
浮
か
ん
だ
事
を

思
い
の
ま
ま
に
表
現
し
た
言
葉
に
共
感
し
て
も
ら
え
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

意
識
し
て
生
活
し
て
い
か
な
い
と
、
置
き
ざ
り
に
し
て
し

ま
い
そ
う
な
〝
音
〟
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
え
な
が
ら
楽
し

く
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
と
次
々
と
肌
に
心
に
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。

み
な
さ
ん
も
日
常
生
活
に
耳
を
澄
ま
し
て
、
沢
山
の
音

と
い
う
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
を
も
ら
っ
て

元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

島
原
に
住
む
中
年
の
お
父
さ
ん
、
子
供
も
順
調
に
成

長
し
、
お
母
さ
ん
も
一
家
を
明
る
く
切
り
盛
り
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
何
気
な
い
日
々
の
行
い
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
音
、
お
母
さ
ん
へ
の
信
頼
と
感
謝

の
気
持
ち
が
「
妻
か
ら
発
す
る
音
」
と
し
て
「
心
の
エ

ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
」
と
言
わ
し
め
た
素
晴
ら
し
い
家
庭

が
彷
彿
と
し
て
き
ま
し
た
。
（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（神奈川県・会社員）

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

小 堀  知 恵 さ ん

日本漢字能力検定協会賞

四六時中毎日一緒に居た親友。喧嘩はご愛嬌でしたが、とある時に修

復不可能な大きな喧嘩をしました。そのまま時は過ぎ、1年後彼女から貸

した物を返しに宅配BOXに荷物を入れたと連絡が。暗証番号も告げず

に。しかし、私は彼女が昔よく暗証番号として使っていたとある数字を思

い出しました。そう、私の誕生日。思った通り扉は開き、同時に後悔と反

省と思い出が溢れ、私の心も開いた瞬間でした。

開
親友

遠い親友
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受
賞
の
連
絡
を
受
け
、
非
常
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

親
友
は
そ
の
後
、
私
の
男
友
達
の
中
で
も
一
番
思
い

出
深
い
友
達
と
結
婚
し
、
気
を
き
か
せ
た
男
友
達
が
会

う
機
会
を
設
け
て
く
れ
て
、
一
緒
に
お
酒
を
飲
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

既
に
別
々
の
人
生
を
歩
ん
で
長
い
時
間
が
経
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
昔
の
よ
う
に
と
は
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
い

き
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
何
か
が
ま
た
開
け
た
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
思
い
が
伝
わ

る
と
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
四
六
時
中
一
緒
に
居
た
親
友
」
、
理
由
は
判
り
ま

せ
ん
が
修
復
不
可
能
な
喧
嘩
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

修
復
の
可
能
性
を
考
え
な
が
ら
、
お
互
い
に
き
っ
か
け

を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
貸
し
た

物
を
宅
配
B
O
X
に
入
れ
た
こ
と
の
連
絡
は
、
友
人
か

ら
の
考
え
抜
い
た
仲
直
り
の
連
絡
で
あ
り
、
暗
証
番
号

は
告
げ
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
貴
女
の
誕
生
日
を
覚

え
て
い
て
く
れ
た
の
で
す
。
宅
配
B
O
X
を
開
く
と
と

も
に
貴
女
の
心
も
開
き
、
再
び
仲
の
良
い
友
人
に
戻
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
う
喧
嘩
は
し
ま
せ
ん
ね
。

（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（愛知県・津島市立南小学校６年生）

［ 自 分 部 門 ］

伊 藤  大 貴 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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ぼ
く
は
、
母
か
ら
こ
の
受
賞
を
聞
い
た
時
、
ま
さ
か

と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
僕
は
、
漢
字
が
大
の
苦
手

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
僕
の
通
っ
て
い
る
読
書

と
作
文
講
座
で
は
、
年
に
2
回
漢
検
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
初
め
は
仕
方
な
く
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
か
ら
僕
の
大
好
き
な
電
車
を
中
心

に
本
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
漢
検
も
勉
強
し
て
い

く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
ね
ば
り
強
く
が
ん
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
応
ぼ
も
「
大
貴
君
は
や
っ
ぱ

り
電
車
関
係
で
し
ょ
」
と
勧
め
て
も
ら
っ
た
の
で
や
る

気
に
な
り
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
電
車
で
あ
ち
こ

ち
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
祖
母
や
い
つ
も
僕
を
心
配
し

て
協
力
し
て
く
れ
る
両
親
が
こ
の
入
賞
を
大
喜
び
し
て

く
れ
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 受

賞
コ
メ
ン
ト

　

「
駅
」
人
び
と
が
行
き
来
す
る
駅
、
貨
物
が
往
来
す

る
駅
、
か
っ
こ
よ
く
て
力
強
い
電
車
や
多
く
の
貨
物
を

運
ん
で
く
れ
る
貨
車
が
見
ら
れ
る
駅
、
大
貴
君
は
そ
れ

を
眺
め
な
が
ら
、
多
く
の
こ
と
を
知
り
、
か
つ
考
え
た

の
で
し
ょ
う
。
駅
は
夢
を
運
ん
で
く
れ
る
大
切
な
と
こ

ろ
で
す
。
駅
や
電
車
と
働
き
た
い
と
い
う
夢
を
大
事
に

育
ん
で
下
さ
い
。
（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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審
査
員
特
別
賞

33　



応募された「贈りたい漢字」の字種は
全部門で計 1,284 字でした。

家族部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

感1位

謝2位

笑3位

優4位

家族に

　34



家
族
部
門

審査員特別賞
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（東京都・調布市立滝坂小学校１年生）

［ 家 族 部 門 ］

池 上  あ さ ひ さ ん

審査員特別賞
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し
ょ
う
を
も
ら
え
る
な
ん
て
、
は
じ
め
て
で
、
は
ず

か
し
い
け
れ
ど
う
れ
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

お
う
ぼ
し
た
と
き
は
、
「
止
」
と
、
い
う
か
ん
字
し

か
し
ら
な
か
っ
た
の
で
す
ぐ
に
お
も
い
つ
き
ま
し
た
。

ふ
た
子
の
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
小
さ
い
こ
ろ
、
い
つ
も
は

し
っ
て
ば
か
り
で
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
を
よ
く
お
ぼ
え

て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
中
学
生
に
な
る
お
に
い
ち
ゃ
ん

は
、
も
う
止
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
上
手
に
や
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
い
ま
の
お
に
い
ち
ゃ

ん
に
は
、
上
手
の
「
上
」
を
お
く
り
た
い
で
す
。
上
手

の
「
上
」
は
、
「
止
」
の
小
さ
い
た
て
ぼ
う
を
な
く
す

と
上
に
な
る
、
だ
か
ら
…
か
ん
字
っ
て
お
も
し
ろ
い
で

す
。
わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
も
か
ん
字
を
お
ぼ
え
て
い
き

ま
す
。 受

賞
コ
メ
ン
ト

　

あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
ね
。
４
歳
で
も
う
漢
字
を

覚
え
た
ん
だ
。
そ
し
て
お
兄
ち
ゃ
ん
へ
の
「
止
」
と
い

う
漢
字
の
お
く
り
も
の
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
を
た
し
な
め

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
て
、
と
て
も
え
ら
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
う
な
ん
で
す
。
「
止
」
と
い
う
字
は
大
事
で

す
ね
。
な
に
か
を
や
っ
て
い
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

と
き
に
は
、
い
っ
た
ん
「
立
ち
止
ま
っ
て
」
考
え
て
み

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
だ
れ
か
と
だ
れ

か
が
あ
ら
そ
っ
て
い
る
と
き
に
、
「
止
」
め
に
入
っ
て

な
か
よ
く
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
で
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な

こ
と
を
積
極
的
に
や
る
一
方
で
、
「
ま
て
よ
」
と
思
う

気
持
ち
を
い
つ
も
持
っ
て
い
た
い
で
す
ね
。

（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（神奈川県・森村学園初等部２年生）

［ 家 族 部 門 ］

谷 内  颯 志 朗 さ ん

審査員特別賞
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僕
が
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
知
っ
て
、
す
ぐ
に
思
い
つ

い
た
漢
字
が
「
気
」
で
し
た
。
僕
は
学
校
に
行
く
前
、

す
ぐ
に
不
安
に
な
っ
た
り
、
緊
張
で
お
腹
が
痛
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
僕
に
お
母
さ
ん
は
「
痛
い
ま
ま

で
い
い
ん
だ
よ
。
そ
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
い
い
ん
だ

よ
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
僕
に
く
れ

る
い
っ
ぱ
い
の
気
も
ち
を
僕
も
い
っ
ぱ
い
返
し
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
お
母
さ
ん
を
う
れ
し
い
「
気
」
で

い
っ
ぱ
い
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

今
回
は
す
て
き
な
賞
を
い
た
だ
い
て
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
気
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
と
は
、
な
ん
て
い
い
表

現
な
ん
で
し
ょ
う
。
私
も
す
っ
か
り
「
気
」
に
い
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
だ
れ
も
が
心
の
な
か
に
な
や
み
が
あ

る
も
の
で
す
。
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
と
、
必
ず
な
や

み
が
つ
い
て
く
る
も
の
で
す
。
毎
日
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
も
の
で
す
。
そ
の
と

き
、
だ
れ
か
に
相
談
で
き
、
こ
ち
ら
の
気
持
ち
を
わ

か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
幸

せ
な
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
お
母
さ
ん
の

気
持
ち
を
さ
す
っ
て
あ
げ
る
」
と
い
う
こ
と
は
す
ご
い

で
す
ね
。
お
母
さ
ん
は
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
よ
。
（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（愛知県・愛知県立緑丘商業高等学校３年生）

［ 家 族 部 門 ］

山 森  柚 佳 さ ん

審査員特別賞
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こ
の
度
、
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

漢
字
を
誰
に
贈
ろ
う
か
と
考
え
た
時
、
大
好
き
な
家
族

に
贈
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
「
匂
」
と
い
う
漢
字

を
選
ん
だ
の
は
、
同
じ
家
に
暮
ら
し
、
洗
剤
の
匂
い
も

同
じ
は
ず
な
の
に
、
家
族
一
人
一
人
違
っ
て
み
ん
な
い

い
匂
い
が
す
る
か
ら
で
す
。
み
な
さ
ん
は
自
分
の
匂
い

が
わ
か
り
ま
す
か
。
私
は
自
分
の
匂
い
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
私
も
周
り

の
人
を
安
心
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
「
匂
い
」
に
な
り
、

帰
る
と
落
ち
着
く
と
思
わ
れ
る
家
を
作
り
た
い
で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

家
族
を
匂
い
で
表
現
す
る
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
考
え

て
も
み
な
い
こ
と
で
し
た
。
柚
佳
さ
ん
の
描
写
は
実
に

巧
み
で
す
ね
。
働
い
て
体
か
ら
出
た
汗
は
、
「
汗
く
さ

い
」
と
い
う
表
現
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
よ

い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
「
汗
っ
ぽ
く
落
ち

つ
く
匂
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、
一
日
中
一
生
懸
命
働
い

て
帰
っ
た
お
父
さ
ん
の
姿
が
見
え
て
く
る
と
同
時
に
、

お
父
さ
ん
に
対
す
る
愛
情
が
な
け
れ
ば
言
え
な
い
表
現

だ
と
思
い
ま
し
た
。
弟
の
「
土
の
よ
う
な
汗
の
匂
い
」

に
は
、
元
気
に
遊
ん
で
い
る
男
の
子
の
姿
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
「
甘
く
優
し
い
匂
い
」
の
お
母
さ
ん
は
、
家

族
全
員
を
や
さ
し
く
包
ん
で
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

こ
う
し
て
お
互
い
が
慈
し
み
あ
っ
て
い
る
山
森
家
の
雰

囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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応募された「贈りたい漢字」の字種は
全部門で計 1,284 字でした。

夫婦・恋人部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

愛1位

謝2位

笑3位

幸4位

夫婦・
恋人に

　42



夫
婦
・
恋
人
部
門

審査員特別賞
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（奈良県・無職）

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

鈴 木  知 英 子 さ ん

審査員特別賞

２０年間歩いてきた別々の道が合流して、６０年間同じ道を歩いて来ました。

花も咲いていたし、石ころにも躓きました。それでもふたりの道は続きました。

まもなく分岐点が待っています。昔々そうだったように、

別々の道を歩く日が近づいています。

でも大丈夫。思い出が一杯あるから、ご互い道に迷うことはありませんね。

道
みまかるあなた

見送る妻
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こ
の
度
、
思
い
が
け
ず
も
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
で

き
ま
し
た
の
は
、
私
達
夫
婦
の
長
い
人
生
の
道
の
り
へ

の
ご
褒
美
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

漢
字
が
好
き
な
夫
で
し
た
。
薄
暗
い
裸
電
球
の
下
で

「
今
日
は
〝
さ
ん
ず
い
〟
の
漢
字
を
」
「
今
夜
は
〝
し

ん
に
ょ
う
〟
の
漢
字
を
」
と
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

「
今
、
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字 

コ
ン
テ
ス
ト
」

を
知
っ
た
と
き
、
「
あ
な
た
へ
の
最
後
の
贈
り
物
」
と

思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。
応
募
し
て
良
か
っ
た
。
受
賞

で
き
て
良
か
っ
た
。
あ
な
た
に
も
き
っ
と
こ
の
歓
び
が

届
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

書
い
て
は
振
り
返
り
、
消
し
て
は
勇
気
を
振
り
絞

り
、
涙
で
書
い
た
「
道
」
の
一
字
を
、
３
月
13
日
、
一

周
忌
の
遺
影
に
手
向
け
ま
す
。

　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

人
生
を
「
道
」
と
し
て
表
現
な
さ
い
ま
し
た
。
多
く

の
人
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
且
つ
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の

道
が
あ
る
だ
け
に
大
変
興
味
深
い
一
文
字
と
も
言
え
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
長
年
に
わ
た
り
夫
婦
と
し
て
歩
ん
だ

夫
へ
の
素
敵
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
よ
う
に
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
「
道
」
。
さ
ま
ざ
ま
な
景
色
を
と
も
に
眺
め
た

日
々
を
感
慨
深
く
振
り
返
っ
て
い
る
想
い
が
じ
ん
わ
り

と
沁
み
ま
す
。
「
み
ま
か
る
あ
な
た
へ
」
と
な
さ
っ
て

い
ま
す
の
で
何
か
運
命
の
定
め
の
な
か
に
立
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（徳島県・教員）

谷 本  良 裕 さ ん

審査員特別賞

よく叱られた。「人の話を聞いてない」闘病中も「会話のない

夫婦でしょう」と何度も看護師さんに同意を求め、微苦笑さ

せていた。悪かった。本当にすまなかった。今、あなたの気持

ちが痛い程よく分かる。話を聞いてくれる人がいない。たわ

いのない話が宙に浮く。「聞いているわよ」「本当はよくしゃ

べるのね」あなたとの会話は終わらない。

話
亡妻

夫

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］
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第
1
回
の
本
コ
ン
テ
ス
ト
に
「
命
」
で
佳
作
入
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
闘
病
中
の
妻
に
贈
っ
た
一
文

字
で
し
た
。
『
あ
な
た
の
「
命
」
と
伴
走
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
ど
う
か
私
よ
り
長
命
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。
』

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
綴
り
ま
し
た
。
こ
の
願
い
は
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
昨
夏
、
妻
は
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
、
仏
壇
の
前
で
と
り
と
め
も
な
い
話
を
妻
に
長
々

語
り
か
け
る
日
々
で
す
。

「
あ
な
た
、
本
当
は
お
し
ゃ
べ
り
な
の
ね
。
そ
う
い
う

調
子
で
話
し
て
く
れ
た
ら
良
か
っ
た
の
よ
。
」
あ
ち
ら

で
妻
が
愚
痴
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
度
、
街
角
の
投
句
箱
に
川
柳
を
投
句
し
た
ら
小
さ

な
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妻
は
我
が
事

の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
本
受
賞
も
あ
ち
ら
で

祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

仏
壇
の
前
で
反
省
す
る
こ
と
で
妻
と
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
話
し
か
け
続
け
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

気
持
ち
が
通
い
合
っ
て
い
た
ご
夫
婦
で
す
ね
。
奥
様

の
様
々
な
姿
や
言
葉
が
し
っ
か
り
と
心
に
残
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
「
話
」
と
い

う
漢
字
か
ら
は
優
し
さ
や
あ
た
た
か
み
も
イ
メ
ー
ジ
し

ま
す
。
谷
本
様
の
気
持
ち
が
、
ま
さ
し
く
優
し
く
あ
た

た
か
く
奥
様
へ
と
伝
わ
る
素
敵
な
漢
字
を
選
ば
れ
た
と

思
い
ま
す
。
姿
か
た
ち
は
見
え
ず
と
も
、
こ
れ
ま
で

の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
お
二
人
の
会
話
は
ず
っ
と
色

褪
せ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（広島県・パート）

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

吉 原  か な え さ ん

審査員特別賞

もうすぐ結婚式から１年が経ちます。尚には、たくさんの

すてきな瞬間をもらいました。恋に落ちた瞬間、結ばれ

た瞬間、プロポーズの瞬間、夫婦になった瞬間。すべてが

一瞬でしたが、その一瞬すべてがかけがえのないものと

なっています。これからも、一瞬を大切に、一瞬に感動出

来る２人でありたいと思います。これからもよろしくね！

瞬
尚

かなえ
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こ
の
度
は
、
審
査
員
特
別
賞
と
い
う
す
て
き
な
賞
を

頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
漢
字
検
定

を
調
べ
る
際
に
、
た
ま
た
ま
見
つ
け
た
今
回
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き
、
と
て
も
驚
い
て
い
る

と
と
も
に
、
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

「
今
、
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字
」
と
し
て
、
一
番

身
近
な
主
人
を
思
い
浮
か
べ
た
と
き
に
、
パ
ッ
と
思
い

浮
か
ん
だ
の
が
今
回
の
漢
字
の
「
瞬
」
で
し
た
。
お
付

き
合
い
か
ら
結
婚
、
現
在
に
至
る
ま
で
少
し
駆
け
足

だ
っ
た
た
め
、
忙
し
い
毎
日
で
し
た
が
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
幸
せ
を
感
じ
、
何
事
も
二
人
で
存
分
に
楽
し
み
な

が
ら
出
来
た
事
を
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賞
を
頂
い
た
事
で
、
こ
の
気
持
ち
を
、
さ
ら
に

す
て
き
な
思
い
出
と
し
て
残
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

新
婚
生
活
を
送
る
日
々
の
中
か
ら
「
瞬
」
と
い
う
漢

字
を
選
ば
れ
た
の
で
す
ね
。
き
っ
と
新
し
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
一
年
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
！
確
か

に
、
長
い
人
生
は
一
瞬
一
瞬
の
積
み
重
ね
か
ら
出
来
て

い
ま
す
。
う
っ
か
り
す
る
と
そ
の
大
切
な
一
瞬
を
見
逃

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
素
敵
な
記
念
日
と
し
て
た

く
さ
ん
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ご
結
婚
一
周

年
、
そ
し
て
審
査
員
特
別
賞
の
受
賞
、
ダ
ブ
ル
で
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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「贈りたい漢字」ランキング

笑1位

友2位

感3位

楽4位

応募された「贈りたい漢字」の字種は
全部門で計 1,284 字でした。

友人・恩人部門で応募数が多かった漢字を発表します。

友人・
恩人に

　50



友
人
・
恩
人
部
門

審査員特別賞
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（東京都・会社役員）

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

佐 々 木  幹 雄 さ ん

審査員特別賞

信子さんは27歳年上のガールフレンド。高齢者用施設で暮らして

いるため、連絡方法はもっぱら「紙の手紙」。互いの数を合わせる

と500通を超えているはず。信子さんに言わせると、私からの手

紙は「紙の点滴」。下手な字でも、信子さんの心には「滴(しずく)」

となって染み込んでいるという。ならばこの身を絞って、もっともっ

と滋養の文字を滴(したた)らせるしかない。

滴
信子さん

年下の
ボーイフレンド
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手
紙
は
面
倒
だ
。

　

ま
ず
便
箋
と
封
筒
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

便
箋
に
は
ペ
ン
で
書
く
か
ら
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
考
慮
し

つ
つ
、
あ
ら
か
じ
め
文
章
を
考
え
て
お
か
な
い
と
何
度

も
書
き
直
す
こ
と
に
な
る
。
あ
て
名
を
書
く
た
め
に
は

相
手
の
住
所
の
メ
モ
が
必
要
で
、
封
筒
も
し
ば
し
ば
書

き
損
じ
る
。
お
ま
け
に
切
手
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト
に
出
し

に
行
く
が
、
枚
数
が
増
え
て
料
金
が
わ
か
ら
な
い
と
郵

便
局
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
だ
け
苦
労
し

て
、
着
く
の
は
翌
日
以
降
。
電
子
メ
ー
ル
な
ら
す
ぐ
着

く
し
、
モ
ノ
の
準
備
も
な
い
。

　

で
も
、
手
紙
は
温
か
さ
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
時
、
郵
便
受
け
に
届
い
た
時
、

手
紙
は
コ
ト
ン
と
音
が
す
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
回
、

コ
ト
ン
と
音
を
立
て
て
心
に
滴(

し
た
た)

っ
て
い
く
。

　

手
紙
は
素
敵
だ
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

世
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
「
形
」
の
カ
ッ
プ
ル
が

い
ま
す
。
こ
の
二
人
は
女
性
が
年
上
、
し
か
も
27
歳

上
！
理
由
が
あ
っ
て
連
絡
方
法
は
「
手
紙
」
。
今
の
時

代
、
誰
で
も
簡
単
に
携
帯
電
話
を
使
い
こ
な
し
、
電
話

や
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
出
来
る
。
「
美
し
い
で
す
ね
」

今
ま
で
に
5
0
0
通
を
超
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
自

分
の
手
で
認
め
る
（
し
た
た
め
る
）
「
手
紙
」
。
一

文
字
、
一
文
字
を
自
ら
の
手
で
力
を
加
え
、
そ
し
て

「
形
」
に
な
る
「
手
紙
」
。
彼
女
は
「
紙
の
点
滴
」

と
表
現
。
一
滴
一
滴
が
、
一
文
字
一
文
字
が
心
に
沁

み
て
元
気
に
な
っ
て
い
る
栄
養
満
点
の
「
手
紙
」
。

「
滴（
し
た
た
）
り
積（
つ
）
も
り
て
淵（
ふ
ち
）
と
な

る
」
海
も
滴
の
集
ま
り
で
す
ね
。
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（神奈川県・横浜市立南が丘中学校１年生）

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

笹 原  瑠 姫 さ ん

審査員特別賞
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こ
の
度
は
、
数
多
く
の
応
募
作
品
の
中
で
「
審
査
員

特
別
賞
」
を
頂
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
周
り
の
方
に
も
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

私
に
は
勿
体
無
い
く
ら
い
で
す
。

　

今
ま
で
私
の
「
隣
」
に
は
様
々
な
個
性
を
持
っ
た
友

達
が
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
今
で
も
一
緒
に
い
て
く

れ
て
い
る
人
や
、
小
学
校
の
卒
業
と
共
に
疎
遠
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
す
。
私
は
そ
ん
な
た
く
さ
ん
の

人
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
こ
う
し
て
生
き
て
い
る
の

だ
と
思
う
と
、
審
査
員
の
方
か
ら
頂
い
た
コ
メ
ン
ト
の

様
に
人
間
の
「
縁
」
と
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
感
じ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
は
「
隣
」
の
人
か
ら
学
び
、
蓄
え
、

そ
れ
を
ま
た
次
の
「
隣
」
に
い
る
人
へ
、
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
歩
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。　

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

こ
の
地
球
上
で
、
必
要
の
な
い
人
と
は
出
逢
わ
な

い
！！
出
逢
え
た
人
た
ち
は
全
て
必
要
な
人
た
ち
な
ん
で

す
！
小
学
生
時
代
の
先
生
が
言
っ
て
い
た
「
君
ら
の
隣

に
今
座
っ
て
い
る
友
達
に
は
自
分
よ
り
優
れ
た
所
が
あ

る
」
こ
の
言
の
葉
が
一
人
の
少
女
の
心
に
届
き
、
時
の

間
を
経
て
、
少
女
は
「
生
き
る
う
え
で
大
切
な
相
手

を
認
め
る
こ
と
」
と
気
付
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
他

か
ら
」
→
「
宝
」
で
す
。
13
才
の
少
女
の
「
宝
物
」

に
な
っ
た
瞬
間
で
す
。
言
の
葉
は
伝
え
繋
ぐ
も
の
で

す
。
昔
の
人
は
言
い
ま
し
た
。
「
袖
す
り
合
う
も
他
生

の
縁
」
前
世
で
も
後
世
で
も
出
逢
う
「
縁
」
で
す
。

「
隣
」
の
ト
ト
ロ
は
だ
～
れ
だ
！
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（福岡県・麻生学園小学校１年生）

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

下 田  千 花 さ ん

審査員特別賞
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先
生
か
ら
「
千
花
さ
ん
が
か
い
た
か
ん
字
が
賞
を
と

り
ま
し
た
よ
。
」
と
聞
い
て
、
私
は
と
て
も
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
パ
パ
も
マ
マ
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
、
い
と
こ
の
み
ん
な
も
び
っ
く
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

ど
う
し
て
こ
の
か
ん
字
を
え
ら
ん
だ
か
と
い
う
と
、

私
は
計
算
を
速
く
と
く
こ
と
が
苦
手
な
の
で
、
お
な
じ

ク
ラ
ス
の
さ
き
さ
ん
に
少
し
で
も
お
い
つ
け
た
ら
い
い

な
あ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
も
火
の
よ
う
に
練
習
を
重
ね
て
、
少
し
ず
つ
タ
イ

ム
が
ち
ぢ
ま
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

私
の
か
ん
字
を
え
ら
ん
で
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
7
才
」
で
知
っ
て
い
る
漢
字
で
書
け
て
、
使
え
る

漢
字
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
友
達
の
勉

強
す
る
「
姿
」
を
７
才
の
ち
か
ち
ゃ
ん
は
「
火
」
の

よ
う
に
見
え
る
と
言
う
の
で
す
。
素
晴
ら
し
い
っ
！

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

！！
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
ま
だ

「
７
年
」
の
子
供
た
ち
は
世
の
中
を
素
直
に
純
粋
に
見

つ
め
、
想
像
力
豊
か
に
捉
え
る
事
が
出
来
る
ん
で
す

ね
。
そ
の
「
瞳
」
を
持
ち
続
け
、
素
敵
な
大
人
の
女
性

に
な
っ
て
、
ち
か
ち
ゃ
ん
の
ま
わ
り
を
笑
顔
と
い
う

「
花
」
で
咲
き
誇
り
、
埋
め
尽
く
し
て
み
ん
な
を
幸
せ

に
し
て
下
さ
い
。
「
や
れ
ば
出
来
る

！！
」
命

（
ゴ
ル
ゴ
松
本
） 

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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「贈りたい漢字」ランキング

夢1位

努2位

笑3位

楽4位

自分に

応募された「贈りたい漢字」の字種は
全部門で計 1,284 字でした。

自分部門で応募数が多かった漢字を発表します。
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自
分
部
門

審査員特別賞
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（高知県・自営業）

［ 自 分 部 門 ］

ジ ョ ン ソ ン  美 生 さ ん

審査員特別賞

テクノロジーの発展により以前にも増して、人と簡単に繋がっていられる様に

なった今だからこそ、パソコンや携帯の電源を時々切る勇気を持ちたいと思い

ます。人と「繋がっていたい」と願うばかりに夜な夜なメールやフェイスブック

やラインをチェックしたりと一番大切なはずの目の前にいてくれる人たちをも

蔑ろにしがちな今の自分を、もうすぐ30歳になる自分に届けたい言葉です。本

当に「繋がる」為に「切る」勇気をもちたい。持とう！

切
30歳になる自分

29歳の自分
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私
は
普
段
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、

自
分
の
教
え
て
い
る
生
徒
達
が
ス
マ
ホ
を
使
用
し
て
い

る
様
子
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
ま
し
た
。
生

徒
達
を
観
察
し
て
い
る
と
、
時
に
彼
ら
は
ス
マ
ホ
を
大

切
に
し
す
ぎ
て
い
る
。
い
や
む
し
ろ
、
依
存
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?
と
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
達
を
注
意
す
る
前
に
「
ま
ず

は
自
分
は
ど
う
だ
ろ
う
か
?
」
と
、
自
分
と
ス
マ
ホ
の

関
係
に
目
を
む
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
作
品
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
人
の
振
り
見
て
我
振
り
直
せ
」
を
こ
れ
か
ら
も
実

践
し
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
は
私
の
つ
た
な
い
作
品
を
「
審
査
員
特
別
賞
」

に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
切
」
は
切
断
し
た
骨
の
か
た
ち
の
「
七
」
に

「
刀
」
を
加
え
て
、
「
切
る
」
の
意
味
に
な
り
ま
し

た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
美
生
さ
ん
が
「
切
」
の
漢
字
を
選
ば

れ
る
中
で
考
え
ら
れ
た
の
は
、
私
た
ち
が
今
、
技
術
的

な
発
展
に
振
り
回
さ
れ
る
ば
か
り
の
生
活
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
状
況
を
省
み
た
と
き
、
「
「
繋
が
る
」
為
に

「
切
る
」
勇
気
を
も
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
が
湧
い

た
。
こ
の
一
節
に
、
他
の
審
査
員
の
方
々
か
ら
も
共
感

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
自
分
の
周
囲
を
確
か
め

直
そ
う
、
「
繋
が
る
」
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
そ
の
先

に
い
る〝
人
〟の
存
在
に
思
い
を
向
け
よ
う
と
す
る
姿

に
、
「
切
」
の
漢
字
か
ら
派
生
し
た
「
切
瑳
」
、
つ
ま

り
切
る
こ
と
で
研
ぎ
す
ま
す
と
い
う
こ
と
ば
が
重
な
り

ま
す
。

　

そ
う
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん
の
気
づ
き
に
、
審
査
員

特
別
賞
を
お
贈
り
し
ま
す
。
（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（神奈川県・自営業）

［ 自 分 部 門 ］

廣 井  直 美 さ ん

審査員特別賞

三十年間の専業主婦に別れを告げて、五十五歳で仕事を始めた。

世の中に出て行くのは恐ろしかったが、今では年代も環境も違う仕

事仲間に支えられて、想像以上の喜びと充実を感じている。

それは身の丈ほどの大きさだが自分の心と体を大切に労りなが

ら、これからも心身ともに可能な限り、年齢に負けずに「働」き続

けたい。

働
私

私
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こ
の
度
は
自
分
部
門
・
審
査
員
特
別
賞
を
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
は
五
十
年
前
に
亡
く
な
っ

た
母
を
偲
ん
で
作
っ
た
漢
字
を
贈
り
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
ち
ら
は
没
作
品
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次

回
も
う
一
度
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
働
」
の
漢
字
は
、
そ
の
成
り
立
ち
を
見
る
と
、
力

（
農
具
の
か
た
ち
）
を
元
に
、
農
耕
に
つ
く
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
廣
井
直
美
さ
ん
が
選
ば
れ
た
「
働
」

と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
ま
る
で
日
々
の
仕
事
で

な
に
か
を
こ
つ
こ
つ
と
耕
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
の

漢
字
を
選
ん
だ
リ
ア
リ
テ
ィ
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
「
三
十
年
間
の
専
業
主
婦
に
別
れ
を
告
げ
て
」
仕

事
を
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が
ど
ん
な
に
「
恐
ろ
し
か
っ

た
」
か
。
そ
の
一
節
を
読
ん
だ
と
き
、
審
査
員
全
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
置
き
換
え
、
沈
黙
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
「
今
で
は
想
像
以
上
に
喜
び
と
充
実
を

感
じ
て
い
る
」
と
い
う
一
節
で
は
、
よ
か
っ
た
ね
と
い

う
声
が
漏
れ
ま
し
た
。
「
想
像
以
上
の
喜
び
と
充
実
を

感
じ
」
て
「
自
分
の
心
と
体
を
労
り
な
が
ら
」
、
「
年

齢
に
負
け
ず
に
「
働
」
き
続
け
た
い
」
と
い
う
こ
と
ば

か
ら
は
、
ひ
と
が
働
く
こ
と
の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら

れ
、
ま
た
そ
の
意
義
や
楽
し
さ
、
た
い
へ
ん
さ
も
感
じ

ら
れ
ま
す
。
廣
井
さ
ん
へ
私
た
ち
か
ら
の
応
援
と
し
て

審
査
員
特
別
賞
を
お
贈
り
し
ま
す
。
（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（神奈川県・主婦）

［ 自 分 部 門 ］

藤 井  し ょ う 子 さ ん

審査員特別賞

去年子供が生まれて、初めて母になって、慌ただしい毎日を送っています。

慣れない子育て、育児本のように上手く行かず、

ついつい周りと比べてしまい、心の余裕がありませんでした。

先日友人から素敵な言葉をもらいました。「今悩んでいる事、２,３か月後には出来るようになるから。」

と心のどこかが解放されたような気がして、常に心に余裕を持とうと思い、「余」の漢字にしました。

子育てで悩んでいる皆さんにも贈りたいと思いました。

余
母になった自分

自分
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今
回
、
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
賞
を
頂
い
て
、
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
か
入
賞
す
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

作
品
を
応
募
し
た
頃
は
、
育
児
の
不
安
で
寝
不
足
に

な
っ
た
り
、
自
分
の
時
間
も
取
れ
ず
、
想
像
し
て
い
た
通
り

に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
で
は
夫
や
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、

と
て
も
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
の
悩
み
は
尽
き
な
い
し
、
自
分
の
時
間
も
少
な

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
供
は
そ
れ
以
上
の
も
の
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
半
年
で
ハ
イ
ハ
イ
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
つ
か
ま

り
立
ち
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
は
ん
を
食
べ
て
笑
っ
て
く
れ
る
と
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

『
子
供
が
親
に
し
て
く
れ
る
』
と
い
う
意
味
が
解
り
ま
し

た
。
私
た
ち
家
族
は
日
々
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
、
ま
た
ひ
と
つ
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

家
族
に
も
周
り
の
方
々
に
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
和
や
か
な
心
で
接
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
余
」
の
漢
字
の
成
り
立
ち
を
た
ど
る
と
「
食
物

の
多
い
こ
と
」
を
表
し
、
そ
こ
か
ら
「
余
る
」
と
い

う
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
藤
井

し
ょ
う
子
さ
ん
は
、
ご
友
人
の
言
葉
で
「
心
の
ど
こ

か
が
解
放
さ
れ
」、〝
心
〟の
余
裕
が
生
ま
れ
た
。
だ
か

ら
「
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
も
贈
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

最
後
の
一
節
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。
「
余
」
の
漢

字
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
ま
で
、
藤
井
さ
ん
の
心
の

中
で
は
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
行
き
来
し
た
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
で
す
が
藤
井
さ
ん
の
心
に
は
、
ご
友

人
の
言
葉
か
ら
「
余
裕
を
持
と
う
」
と
い
う
気
持
ち

が
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に〝
余
る
〟思
い
は
、
他
に
も
自

分
と
同
じ
悩
み
を
持
つ
ひ
と
た
ち
を
想
像
す
る
こ
と

に
も
広
が
っ
た
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
藤
井
さ

ん
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
と
願
い
を
込
め

て
、
審
査
員
特
別
賞
を
お
贈
り
し
ま
す
。
（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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ペ
ア
応
募
特
別
賞

67　



（埼玉県・主婦）（埼玉県・星野学園小学校２年生）

［ 家 族 部 門 ］

本多 幸恵さん

ペア応募特別賞

はな

おかあさん

はな

おかあさん

ダイエットをがんばっているおかあさん、たとえ

せいこうしなくても、わたしはおかあさんが一ば

んきれいだと思うよ。

だから「美」という字をおくるよ。『羊』年のおか

あさん、わたしは、おかあさんをずっと『大』切に

していくよ。

本多 永和さんからのメッセージ 

おかあさんは、あなたに優しい女性になってほし

くて、いつも優しい顔で、優しい声でお話しする

ように気をつけています。

はなちゃん、妹思いの優しい子に成長してくれて

ありがとう。

これからも、このままで、そして、「優美」な女性

を目指して、お互いがんばっていきましょう。

本多 幸恵さんからのメッセージ 

本多 永和さん
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受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
わ
た
し
は
、｢
ペ
ア
応
募
特
別
賞｣

が
も
ら
え

て
、
は
じ
め
は
び
っ
く
り
し
た
け
れ
ど
、
今
は

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
人
生
の
中
で
一
番
う
れ
し
い
賞
で
す
。

　
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
わ
た
し
の
気
持

ち
に
合
う
か
ん
字
は
ど
れ
か
な
ぁ
と
、
一
生
け

ん
め
い
か
ん
が
え
て
書
き
ま
し
た
。

　
か
ん
字
の
べ
ん
き
ょ
う
は
大
へ
ん
だ
け
ど
、

な
り
立
ち
を
知
る
と
、
か
ん
字
が
お
ぼ
え
や
す

く
な
っ
て
楽
し
い
の
で
、
3
年
生
に
な
っ
て
も

が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
本
多 

永
和
さ
ん
）

　
娘
と
私
の
作
品
を
、
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
賞

に
選
ん
で
頂
き
、
驚
き
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
、
日
頃
娘
を
指
導

し
て
下
さ
っ
て
い
る
学
校
の
先
生
方
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
橋
本
先
生
か
ら
お
言
葉
も
頂
戴
し
、

勝
手
な
が
ら
、
日
頃
育
児
を
頑
張
っ
て
い
る
ご

褒
美
を
頂
け
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
お

り
ま
す
。

　
私
は
、
と
い
う
よ
り
わ
が
家
は
、
娘
の
優
し

さ
に
救
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、｢

優｣

は
す
ぐ
に

思
い
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
娘
に
は｢

優

し
さ｣

で
返
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
本
多 

幸
恵
さ
ん
）

　
「
羊
」
年
と
「
大
」
切
を
あ
わ
せ
て
「
美
」

と
は
考
え
ま
し
た
ね
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
一
生
懸

命
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
も
い
い
け
ど
、

今
の
ま
ま
だ
っ
て
お
母
さ
ん
は
十
分
す
て
き
だ

よ
と
人
に
じ
ま
ん
し
た
い
気
持
ち
が
よ
く
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
言
わ
れ
る
と
、
お
母
さ

ん
は
泣
け
て
き
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
ね
。
そ

し
て
お
母
さ
ん
は
、
自
分
が
優
し
く
な
れ
ば
、

は
な
ち
ゃ
ん
も
き
っ
と
優
し
い
子
に
な
る
に
ち

が
い
な
い
と
確
信
を
も
っ
て
一
生
懸
命
努
力
し

て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
ぞ
本
当
の
教
育
だ
と

思
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
年
に
な
っ
て
つ
く
づ

く
思
い
ま
す
。
優
し
い
と
い
う
こ
と
は
強
い
こ

と
だ
と
い
う
こ
と
を
。
（
橋
本
五
郎
）
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（京都府・ノートルダム学院小学校４年生）（京都府・主婦）

［ 家 族 部 門 ］

西山 和治郎さん西山 直美さん

ペア応募特別賞

お母さん

和治郎 (息子）

お母さん

和治郎 (息子）

お母さんの宝物・・・それは、あなたです。あなた

と過ごす時間が一番大切なのです。4年前、あな

たは小魚と出会い、川の生き物研究に目覚めま

したね。毎週のように川に出かけては、「おかあ

さん、あのな。今日はな、こんな発見があったん

やで。」と意気揚々と報告してくれます。この時間

が、お母さんは一番楽しいです。何事にも一生懸

命頑張れるあなたの姿が、お母さんには輝いて

見えます。そんなきらっきらに輝くあなたをお母

さんは、いつでも応援していますよ。

西山 直美さんからのメッセージ 

お母さんは、笑っている顔が一番いい。でも、ぼ

くは気づいたんだ。お母さんの顔はくるくる変わ

る。ぼくが悲しんでいるときは同じように泣きそ

うな顔をしているし、怒っているときは、鬼みた

いな顔。ぼくたちは鏡だね。ぼくは、お母さんが

いっぱい笑えるように、ぼくもいっぱい笑うよ。

ときどきは怒ってしまうかもしれないけど、お母

さんはぼくの鏡だから、お母さんの顔をみて、自

分の顔を確認するよ。いっぱい笑おうね。笑った

お母さんが大好きだから。

西山 和治郎さんからのメッセージ 

鏡輝

　70



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
は
、
息
子
と
共
に
素
晴
ら
し
い
賞
を

い
た
だ
け
て
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
贈

り
た
い
漢
字
を
一
文
字
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、

伝
え
た
い
思
い
を
精
選
し
、
自
分
の
心
と
向
き

合
う
こ
と
で
し
た
。
期
限
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
思

案
し
な
が
ら
、
よ
う
や
く
納
得
し
た
の
は
、

「
輝
」
と
い
う
漢
字
。
そ
れ
が
、
息
子
自
身
を

表
現
し
、
息
子
の
未
来
や
夫
と
私
の
願
い
を
も

表
す
言
葉
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
息
子
よ
、
あ
な
た
の
何
事
も
一
生
け
ん
め
い

頑
張
る
姿
は
素
晴
ら
し
い
。
お
母
さ
ん
は
、
そ

ん
な
キ
ラ
ッ
キ
ラ
に
輝
く
あ
な
た
の
お
か
げ

で
、
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
し
っ
ぱ
な
し
で
す
。
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
笑
っ
た
り
怒
っ
た
り

し
な
が
ら
（
で
き
る
だ
け
鬼

！？
は
引
っ
込
め
ま

す
）
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
輝
け
る
未
来
を
信

じ
て
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
西
山 

直
美
さ
ん
）

　
今
回
、
お
う
ぼ
し
た
き
っ
か
け
は
、
国
語
の

先
生
か
ら
も
ら
っ
た
一
枚
の
用
紙
だ
っ
た
。
ぼ

く
は
、
文
章
を
書
く
の
が
好
き
な
の
で
、
お
母

さ
ん
を
さ
そ
っ
て
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
で
も
、
い
ざ
書
く
と
な
る
と
、
す
ぐ
に
は

思
い
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
、
ぼ
く
は
、
と
な
り

で
ウ
ン
ウ
ン
う
な
り
な
が
ら
書
い
て
い
る
お
母

さ
ん
の
顔
を
見
た
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
そ
し

て
、
水
そ
う
に
う
つ
っ
た
自
分
の
顔
を
見
た
。

　
「
う
わ
っ
、
そ
っ
く
り
。
」
そ
う
思
っ
た

し
ゅ
ん
間
、
ぼ
く
の
頭
の
中
に
「
鏡
」
と
い
う

文
字
が
落
ち
て
き
た
。
こ
の
挑
戦
が
な
け
れ
ば

考
え
も
し
な
か
っ
た
「
鏡
」
と
い
う
文
字
。
だ

け
ど
、
こ
れ
以
上
に
、
ぼ
く
と
お
母
さ
ん
を
う

ま
く
表
し
た
言
葉
は
見
つ
か
ら
な
い
。
ぼ
く
の

お
母
さ
ん
は
川
の
中
も
ザ
バ
ザ
バ
入
る
パ
ワ
フ

ル
お
母
さ
ん
。
だ
か
ら
、
「
鏡
」
の
ぼ
く
も
お

母
さ
ん
の
よ
う
に
パ
ワ
フ
ル
和
治
郎
で
が
ん
ば

る
よ
。
お
母
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
う
え
ん
よ

ろ
し
く
。
そ
し
て
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

（
西
山 

和
治
郎
さ
ん
）

　
ひ
と
つ
の
こ
と
に
打
ち
込
め
る
と
い
う
の

は
、
と
て
も
す
て
き
な
こ
と
で
す
ね
。
と
同
時

に
、
ひ
と
つ
の
こ
と
に
目
を
輝
か
せ
て
い
る

我
が
子
の
姿
を
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と

思
っ
て
見
つ
め
て
い
る
お
母
さ
ん
も
、
私
に

は
た
ま
ら
な
く
魅
力
的
に
映
り
ま
す
。
そ
し

て
「
鏡
」
。
そ
う
な
ん
で
す
。
だ
れ
よ
り
も
だ

れ
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
い
る
お
母
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち

次
第
で
悲
し
く
も
う
れ
し
く
も
な
る
ん
で
す
。

「
お
母
さ
ん
は
ぼ
く
の
鏡
」
と
は
実
に
深
い
と

こ
ろ
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
ね
。
私
も
、
新
聞
で

書
い
た
り
、
テ
レ
ビ
で
話
し
た
り
す
る
と
き
に

は
、
21
年
前
に
亡
く
な
っ
た
お
ふ
く
ろ
は
ど
う

思
う
ん
だ
ろ
う
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
よ
。

（
橋
本
五
郎
）
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（埼玉県・主婦）（埼玉県・自営業）
鈴木 とくえさん鈴木 哲也さん

ペア応募特別賞

旦那

妻

ダメ亭主

糟糠の妻

突然に長年勤めあげた会社を辞めて、会社を作

るなんて…しかも、設立から5年で、やっぱり行き

詰って…ごめんな…お前だけだよ…こんな愚痴を

こぼせるのは…そんなお前に、感謝の「謝」を送

ります。でもね、俺まだ諦めていないよ。もう一

度会社を復活させて、お前を楽にさせてあげるか

ら…待ってろよ。

鈴木 哲也さんからのメッセージ 

あんたには何を言っても無理…もう35年一緒に

いて、よーく解っています。ここまで来たら、あん

たと「伴」に、どこまでもついて行きますよ。まぁ

食べるだけなら、なんとかやっていけそうですし

…

鈴木 とくえさんからのメッセージ 

伴謝

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］
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受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
た
び
は
、
「
今
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢

字 

コ
ン
テ
ス
ト
」
夫
婦
・
恋
人
部
門

　
ペ
ア
応

募
特
別
賞
に
選
出
下
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
母
が
、
国
語
教
師
で
あ
っ
た
た
め
か
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
漢
字
に
は
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
我

が
家
で
は
、
一
家
全
員
が
、
同
日
に
漢
字
検
定

を
受
け
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

　
妻
に
送
っ
た
「
謝
」
は
、
「
感
謝
」
よ
り

「
謝
る
」
と
い
っ
た
意
味
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
漢
字
は
、
と
て
も
素
敵
で
す
。

　
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
還
暦
で
事
業
再
興
へ

の
思
い
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
人

生
半
ば
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
精
神
を
も
っ
て
、

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
選
定
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
鈴
木 

哲
也
さ
ん
）

　
こ
の
た
び
は
、
夫
と
も
ど
も
、
こ
の
よ
う
な

栄
え
あ
る
賞
に
選
出
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
が
、
主
人
に
贈
っ
た
「
伴
」
は
、
「
仕
方

な
く
従
う
」
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
「
追

従
」
し
て
い
き
ま
す
よ
!
と
い
う
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
し
た
。

　
昨
年
夏
に
初
孫
も
生
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
は
、

悠
々
自
適
…
そ
ん
な
生
活
を
望
ん
で
い
な
か
っ

た
と
い
え
ば
、
少
な
か
ら
ず
後
悔
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
今
年
は
「
珊
瑚
婚
式
」
。
人
生
は

一
度
き
り
で
す
の
で
、
大
い
に
苦
労
を
二
人
で

楽
し
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
晩
、
受
賞
の
お
祝
い
に
、
夫
婦
で
美
味
し

い
も
の
で
も
食
べ
て
…
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

た
ぶ
ん
主
人
は
「
謝
」
ぶ
し
ゃ
ぶ
。
私
は
、
う

な
「
従
」
を
主
張
す
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
?

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
鈴
木 

と
く
え
さ
ん
）

　
ペ
ア
賞
な
ら
で
は
の
「
謝
」
と
「
伴
」
。
も

う
こ
の
文
字
を
見
る
だ
け
で
お
二
人
の
雰
囲
気

が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
年
齢
を

重
ね
て
も
弱
気
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
前
向
き
に
進
ん
で
い
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
こ
の
ふ
た
つ
の
漢
字
が
応

援
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。
（
や
す
み
り
え
）
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（東京都・主婦）（東京都・自由業）

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

野村 千恵さん野村 俊夫さん

ペア応募特別賞

夫

妻

夫

妻

妻が病気になって、不器用な私が昼食を作るよう

になった。料理といっても夕飯の残りに入れたう

どん、素麺、中華麺、その繰り返し。でも妻は毎日

「美味しい」と食べてくれる。本当は私の方が嬉

しいんだよな。

野村 俊夫さんからのメッセージ 

夫が作ったお昼を食べる日が来るなんて、想像

もしませんでしたが、これがなかなか良いもので

す。毎日麺なのですが「玉子が丁度いい」「麺が

みずみずしい」褒めていて、夫はすっかり工夫上

手な麺上手。楽しい2人の時間で、病気したのも

ちょっとラッキーだったかもです。

野村 千恵さんからのメッセージ 

楽麺
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受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
今
日
も
い
つ
も
の
麺
を
作
り
、
2
人
で
食
べ

ま
し
た
。

　
麺
が
伸
び
た
り
、
焦
げ
た
り
、
く
っ
つ
い
た

り
し
て
も
、
妻
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
全
部
食
べ

て
く
れ
ま
す
。

　
冷
た
い
き
し
め
ん
に
、
具
沢
山
の
汁
は
ス
ラ

イ
ス
し
た
胡
瓜
と
ワ
サ
ビ
を
加
え
る
の
が
、
最

近
の
お
気
に
入
り
で
す
。
（
野
村 

俊
夫
さ
ん
）

　
「
少
し
で
い
い
か
ら
、
一
緒
に
食
べ
よ
う

よ
」

　
仕
事
を
中
断
し
て
夫
が
作
る
お
昼
の
麺
は
、

い
つ
の
ま
に
か
私
を
少
し
ず
つ
元
気
に
し
て
い

ま
し
た
。

　
若
い
頃
の
私
達
で
は
多
分
わ
か
ら
な
か
っ
た

普
通
で
温
か
い
、
か
け
が
え
な
い
時
間
が
今
こ

こ
に
あ
る
こ
と
が
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

（
野
村 

千
恵
さ
ん
）

　
奥
様
の
ご
病
気
は
ご
快
復
さ
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
つ
ら
い
出
来
事
の
中
に
も
、
こ
の

よ
う
に
明
る
い
雰
囲
気
、
美
味
し
そ
う
な
漢
字

を
選
ば
れ
た
点
が
と
て
も
目
を
ひ
き
ま
し
た
。

「
工
夫
上
手
、
麺
上
手
」
と
夫
を
評
し
て
い
る

「
褒
め
上
手
」
な
妻
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
バ
ラ

ン
ス
が
お
二
人
の
仲
の
良
さ
の
秘
訣
な
の
で
す

ね
！
（
や
す
み
り
え
）
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（佐賀県・佐賀県立唐津特別支援学校 高等部２年生）（佐賀県・佐賀県立唐津特別支援学校 高等部２年生）

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

脇山 陸久さん田中 輝さん

ペア応募特別賞

輝

陸久

輝

陸久

今の陸久は相談に乗ってほしいと思っている時

に、言わずに溜め込んでしまうところがある。

だから見ていて、どうしたらいいのか分からなく

なる。でも、誰も気にしていないから大丈夫。

思っていることをどんどん吐き出してジャンジャ

ン相談して!!

いつでも相談に乗るけん!!

田中 輝さんからのメッセージ 

輝は諦めが早い時がある。いろんな人と話してい

る時に「もういいや。」と諦めないで、自分に話す

時のように輝の意見を口に出して言って欲しい。

自分は、Dreamの「あきらめちゃだめだよともう

少しやれるよ」※という歌詞を聴いてから色んな

事を諦めずに頑張れた。だから輝ももうちょっと

粘って欲しい。

※ dream 「希望の光 ～奇跡を信じて～」
作詞：EXILE ATSUSHI

脇山 陸久さんからのメッセージ 
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受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
、
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
私
が
友
達
か
ら
も
ら
っ
た
こ

の
「
粘
」
と
い
う
漢
字
、
こ
の
漢
字
に
込
め
ら

れ
た
思
い
は
、
ま
さ
に
そ
の
ま
ま
で
し
た
。

　
ふ
と
思
い
出
し
て
み
る
と
私
は
、
以
前
、
粘

り
強
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
事
も
す
ぐ

に
諦
め
て
は
「
こ
う
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
い
え
ば
よ
か
っ
た
。
」

そ
ん
な
後
悔
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
は
こ
の
漢
字
の
お
か
げ
で
少
し

自
分
の
心
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
漢
字
が

あ
る
が
ま
ま
の
今
の
自
分
を
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
自
分
を
変
え
て
く
れ
た
友
達
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
企
画
し
た
方
々

に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
（
田
中 

輝
さ
ん
）

　
今
回
か
ら
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
「
ペ
ア
応

募
」
で
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
友
達
は
、
自
分
が
贈
っ
た
「
粘
」
の
漢
字
の

お
か
げ
で
メ
ン
タ
ル
が
強
く
な
っ
た
と
言
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
て
気
持
ち
を
伝
え
て
良

か
っ
た
、
相
手
に
自
分
の
思
い
を
「
吐
」
い
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
に
あ
る
お
互
い
を

分
か
り
合
え
る
「
友
」
に
な
れ
る
よ
う
、
切
磋

琢
磨
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
普
段
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
合
え

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
（
脇
山 

陸
久
さ
ん
）

　
二
人
の
間
に
は
「
思
い
や
り
」
と
「
も
ど
か

し
さ
」
が
背
中
合
わ
せ
で
同
居
し
て
い
る
感
じ

が
し
ま
す
。
「
16
才
と
17
才
」
必
然
な
出
会
い

で
「
友
」
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。
「
友
」
こ
の
漢
字
は
、
手
に
手

を
取
り
合
う
形
で
す
。
仲
が
い
い
「
形
」
の
字

な
ん
で
す
。
手
を
繋
ぎ
、
気
を
繋
ぎ
、
心
を
繋

ぐ
、
こ
れ
が
「
絆
」
で
す
。
二
人
は
人
生
の
中

で
も
っ
と
も
っ
と
互
い
を
知
り
、
助
け
合
い
、

分
か
ち
合
い
、
強
力
な
友
達
に
な
っ
て
周
り
を

元
気
に
す
る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

「
親
友
」
は
「
心
友
」
「
神
友
」
。
「
継
続
は

力
な
り

！！
」
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）
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あ
な
た
の
最
初
の
赴
任
地
が
豪
雪
の
街
に
決
ま
っ
た
時
、

目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
。
あ
れ
か
ら
5
年
。
何
度
も
何

度
も
宅
配
便
を
送
っ
た
ね
。
短
い
手
紙
の
最
後
に
「
母
」
っ

て
書
い
て
。
思
い
が
あ
ふ
れ
過
ぎ
て
、
い
つ
も
う
ま
く
書
け

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
文
字
を
、
今
あ
な
た
に
贈
り
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
下
手
く
そ
で
ゴ
メ
ン(

笑)

結
婚
お
め
で
と
う
。
幸
せ
に
な
っ
て
ね
。　

母 末娘

【贈りたい相手】

母

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
主
婦
）

朝
山 
ひ
で
こ
さ
ん

先
天
性
の
病
気
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
息
子
は
、
９
か
月
間
病

院
で
過
ご
し
、
天
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

９
か
月
間
、
母
が
で
き
る
こ
と
は
「
乳
」
を
搾
っ
て
病
院
へ

届
け
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
は
私
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
私
を
母
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、ず
っ
と
あ
な
た
の
母
で
い
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

天国の息子

【贈りたい相手】

母

【贈り主】

（
茨
城
県
・
主
婦
）

池
田 

裕
美
さ
ん

佳作

乳
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僕
が
幼
い
頃
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
遊
び
に
行
く
と
、

よ
く
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
散
歩
で
手
を
繁
い
で
歩
き
ま
し
た
。

　

事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
に
と
離
さ
な
い
よ
う
に
優
し
く
手

を
握
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
は

僕
の
手
よ
り
も
大
き
く
、
し
わ
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
手
だ
っ

た
な
ぁ
、
と
思
い
出
し
ま
す
。
で
も
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

僕
の
手
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
ぼ
く

の
手
を
握
っ
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
は
杖
を
握
っ
て
い

ま
す
。
今
度
は
僕
の
手
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
杖
代
わ
り
に
し

て
、
支
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

おばあちゃん

【贈りたい相手】

大向　太清

【贈り主】

（
岩
手
県
・
久
慈
市
立
侍
浜
中
学
校
3
年
生
）

大
向 

太
清
さ
ん

今
ま
で
、
変
な
プ
ラ
イ
ド
の
せ
い
で
、
緊
張
し
た
り
、
飾
っ

た
り
す
る
自
分
が
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
母
か
ら
、「
あ
な
た

の
プ
ラ
イ
ド
っ
て
な
ぁ
～
に
?
プ
ラ
イ
ド
の
せ
い
で
失
敗
や

後
悔
す
る
く
ら
い
だ
っ
た
ら
、
そ
の
プ
ラ
イ
ド
を
一
度
捨
て

て
ご
ら
ん
。
そ
の
時
、
あ
な
た
の
素
が
出
て
今
ま
で
頑
張
っ

て
き
た
力
が
発
揮
で
き
る
よ
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
本
当
の
気
持
ち
を
さ
ら
け
出
し
て
、
私
ら
し

く
頑
張
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
あ
り
の

ま
ま
を
大
切
に
し
、
素
直
で
、
母
の
よ
う
な
素
敵
な
女
性
に

な
り
た
い
で
す
。

お母さん

【贈りたい相手】

なな

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
岐
阜
女
子
高
等
学
校
1
年
生
）

川
畑 

奈
納
さ
ん
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ふ
と
昼
間
に
空
を
見
上
げ
た
ら
、
白
い
月
を
久
し
ぶ
り
に

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
て
、
同

じ
家
に
帰
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
。
け
れ
ど
、
こ
こ
で
見
え
る

白
い
月
が
マ
マ
に
は
夜
を
照
ら
す
よ
う
に
淡
く
輝
い
て
見
え

る
な
ら
、
そ
う
思
う
の
は
き
っ
と
、
私
た
ち
が
親
子
だ
か
ら

で
す
ね
。

ママ

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

（
東
京
都
・
豊
島
区
立
千
登
世
橋
中
学
校
3
年
生
）

古
賀 
君
香
さ
ん

「
い
つ
か
絶
対
に
壊
れ
な
い
道
路
を
作
る
」
父
は
私
に
そ
う

言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
、
あ

の
日
倒
れ
た
道
路
…
。
た
く
さ
ん
の
つ
ら
い
思
い
を
乗
り
越
え

て
き
た
父
は
、
今
年
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
道
を
つ
く
る
仕
事

が
大
好
き
で
、
曲
が
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
な
父
。
私
も
父
の
よ

う
な
ま
っ
す
ぐ
な
道
を
歩
い
て
行
き
た
い
で
す
。 父

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

（
大
阪
府
・
学
校
職
員
）

下
村 

結
香
さ
ん

佳作

月
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小
学
生
に
な
っ
た
君
が
「
き
ょ
う
、
わ
た
し
た
ち
の
か
ん

じ
を
な
ら
っ
た
よ
！
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
が
仲
良
く
並
ん
で
、そ
の
上
に
私
が
乗
っ
て
い
る
と
。

嬉
し
そ
う
に
書
い
て
み
せ
る
君
を
前
に
、
森
の
木
々
の
よ
う

に
家
族
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
こ
う
、
支
え
合
い
な
が
ら
家
族

を
守
っ
て
い
こ
う
と
、
改
め
て
心
に
誓
っ
た
。
こ
の
誓
い
を

守
る
父
親
の
姿
を
、
い
つ
ま
で
も
君
に
見
て
い
て
欲
し
い
と

思
う
。

娘

【贈りたい相手】

父

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
会
社
員
）

芹
澤 

健
一
さ
ん

山
と
書
け
ば
お
互
い
の
思
い
が
つ
な
が
る
。
私
は
18
才
の

時
富
士
山
に
登
り
続
い
て
日
本
ア
ル
プ
ス
の
麓
を
逍
遥
し

た
。
娘
は
大
学
の
登
山
部
で
日
本
ア
ル
プ
ス
に
登
っ
た
。
気

が
つ
け
ば
私
と
同
じ
年
頃
に
同
じ
様
な
こ
と
を
し
て
い
る
。

今
は
退
職
後
の
主
人
と
外
国
の
山
々
に
登
っ
て
い
る
。
93
才

の
私
は
送
ら
れ
た
写
真
を
見
乍
ら
自
分
も
一
緒
に
登
っ
て
い

る
気
に
な
る
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。
同
じ
趣
味
を
持
ち
得
た

喜
び
を
天
の
配
剤
か
と
思
う
。

娘

【贈りたい相手】

母

【贈り主】

（
福
岡
県
・
無
職
）

早
田 

瑞
枝
さ
ん

森
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夏
休
み
が
お
わ
る
こ
ろ
、
マ
マ
の
お
な
か
が
い
た
く
な
っ

た
ん
だ
。
ぼ
く
は
、
マ
マ
が
し
ん
で
し
ま
う
と
、
心
ぱ
い
に

な
っ
た
け
ど
、そ
の
あ
と
に
ひ
い
く
ん
が
生
ま
れ
た
ん
だ
よ
。

言
ば
に
は
し
な
か
っ
た
け
ど
、
う
れ
し
い
気
も
ち
が
あ
ふ
れ

た
よ
。大
切
な
命
を
ぼ
く
が
ず
っ
と
ま
も
っ
て
い
く
か
ら
ね
。

大
す
き
だ
よ
。

大切なひいくん

【贈りたい相手】

お兄ちゃん

【贈り主】

（
千
葉
県
・
野
田
市
立
二
川
小
学
校
2
年
生
）

戸
塚 
礼
恩
さ
ん

わ
た
し
が
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら
、
毎
年
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
手
あ
み
の
ぼ
う
し
や
ベ
ス
ト
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
を
着
る
と
、
う
れ
し
く
て
心
も
体
も
温
か
く
な
り
ま

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
あ
む
糸
が
、
今
年
は
何
に
な
る
の
か
、

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し
は
、
い
つ
も

糸
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
こ
の
漢
字
を
送
り
ま
す
。

おばあちゃん

【贈りたい相手】

まお

【贈り主】

（
大
阪
府
・
小
学
3
年
生
）

中
達 

真
緒
さ
ん

佳作
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大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
90
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
も
う
長
く
な
い
と
毎
年
言
い
な
が
ら
も
、
無
事
に
元
気

に
90
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。
小

さ
い
頃
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ず
っ
と
一
緒
に
い
ら
れ
ま

す
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

90
歳
ま
で
と
は
言
わ
ず
、
目
指
せ
百
歳
！
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
長
生
き
し
て
下
さ
い
。

おばあちゃん

【贈りたい相手】

とも

【贈り主】

（
岩
手
県
・
主
婦
）

野
沢 

知
世
さ
ん

お
し
ご
と
で
つ
か
れ
て
い
る
の
に
、
が
っ
こ
う
の
こ
う
て

い
で
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
わ
た
し

は
、
お
か
あ
さ
ん
と
あ
そ
ぶ
夕
が
た
の
じ
か
ん
が
大
す
き
で

す
。

おかあさん

【贈りたい相手】

れいら

【贈り主】

（
広
島
県
・
安
芸
太
田
町
立
津
浪
小
学
校
1
年
生
）

野
田 

玲
来
さ
ん

百
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健
と
い
う
漢
字
は
建
を
に
ん
べ
ん
し
て
、
で
き
る
。
建
と

い
う
の
は
建
つ
と
か
作
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

に
ん
べ
ん
し
て
か
ら
人
は
建
物
の
よ
う
に
丈
夫
と
い
う
意
味

に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。父
は
血
圧
症
に
か
か
る
ば
か
り
か
、

心
臓
の
問
題
に
も
あ
る
の
で
遠
い
所
に
い
る
私
は
常
に
心
が

針
を
刺
さ
れ
る
よ
う
に
ち
く
ち
く
し
て
い
る
。
で
す
か
ら
、

父
に
こ
の
字
を
贈
り
た
い
。

父

【贈りたい相手】

ホトゥアンアン

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
朝
日
大
学
留
学
生
別
科
生
）

H
O

 TU
AN

 AN
H

  

さ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
洋
服
を
作
る
の
が
と
て
も
上
手
で
す
。
女

の
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
「
可
愛
い
女
の
子
の
服
を
作
る
の
が

楽
し
い
の
よ
」
と
言
っ
て
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
学
校

に
着
て
い
く
服
、
お
し
ゃ
れ
な
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
浴
衣
な
ど
作
っ

て
く
れ
て
そ
れ
を
初
め
て
着
る
時
は
、
私
じ
ゃ
な
い
み
た
い
に

変
身
出
来
て
私
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
喜
び
ま
す
。
だ
か

ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
る
服
が
大
好
き
で
す
。 おばあちゃん

【贈りたい相手】

恵麻

【贈り主】

（
千
葉
県
・
八
千
代
市
立
西
高
津
小
学
校
3
年
生
）

矢
野 

恵
麻
さ
ん

佳作

服
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私
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
時
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

お
父
さ
ん
。
今
は
遠
い
場
所
で
生
活
し
て
い
る
け
れ
ど
、戻
っ

て
き
て
と
は
言
わ
な
い
。
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
は

き
っ
と
大
き
な
理
由
が
あ
る
か
ら
。
今
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

る
の
な
ら
そ
れ
で
い
い
。
た
だ
、
も
う
一
度
だ
け
。
も
う
一

度
だ
け
で
い
い
か
ら
、
お
父
さ
ん
に
会
い
た
い
。
会
っ
て
、

お
父
さ
ん
と
呼
ん
で
み
た
い
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
さ
せ
て
く

れ
た
お
父
さ
ん
に
、
あ
り
が
と
う
と
伝
え
た
い
。 父

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

（
愛
知
県
・
食
品
製
造
業
）

渡
邉 

梨
乃
さ
ん

僕
が
内
臓
疾
患
で
２
年
間
の
闘
病
生
活
を
強
い
ら
れ
た
時

か
ら
、
君
に
は
本
当
に
苦
労
を
か
け
た
ね
。

慣
れ
な
い
パ
ー
ト
の
掛
け
持
ち
で
生
活
を
支
え
て
く
れ
た

こ
と
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
君
を
大
切
に
し
、
君
の
労

苦
に
対
し
て
生
涯
君
を
「
労
わ
っ
て
」
あ
げ
た
い
。

そ
ん
な
君
へ
の
贈
る
漢
字
は
「
労
」（
い
た
わ
り
）
で
す
。

妻

【贈りたい相手】

夫

【贈り主】

（
北
海
道
・
会
社
員
）

泉 

正
育
さ
ん

再

労
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結
婚
当
初
か
ら
家
計
を
や
り
く
り
す
る
た
め
、
少
し
で
も

安
い
品
を
求
め
奔
走
し
て
い
た
私
を
守
銭
奴
と
呼
ん
だ
あ
な

た
。
そ
の
時
は
な
ん
て
こ
と
を
言
う
ん
だ
と
本
当
に
腹
が
立

ち
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
暫
く
後
に
子
供
も
生
ま
れ
、
私
は
家

庭
を
守
る
た
め
守
銭
奴
に
も
な
ん
で
も
な
っ
て
や
る
ぜ
と
言

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。も
ち
ろ
ん
使
う
と
き
は
パ
ー
っ

と
使
う
け
ど
。
守
銭
奴
和
美
に
ま
か
せ
と
け
！ 彰将

【贈りたい相手】

和美

【贈り主】

（
山
口
県
・
主
婦
）

井
上 
和
美
さ
ん

私
の
前
か
ら
逃
げ
な
か
っ
た
ね
。
病
気
を
告
知
さ
れ
た
あ
の

日
、す
べ
て
を
白
紙
に
し
よ
う
…
そ
う
思
い
、私
は
あ
な
た
に
、

悲
し
い
現
実
を
伝
え
ま
し
た
。
あ
な
た
は
私
の
目
を
真
っ
直
ぐ

に
み
つ
め
て
、「
断
る
」
と
一
言
、
首
を
横
に
ふ
っ
た
。
心
が

崩
れ
て
い
く
私
の
背
中
を
押
し
、
前
へ
前
へ
、
生
き
て
い
く
力

を
贈
っ
て
く
れ
た
。
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
、
あ
た
た
か
い
力

強
さ
に
、
と
て
も
癒
さ
れ
た
よ
。
あ
な
た
と
並
ぶ
世
界
が
、
こ

ん
な
に
も
美
し
い
風
景
で
あ
る
こ
と
、
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
誓
う
よ
。
私
は
あ
な
た
を
必
ず
幸
せ
に
す
る
。
そ

し
て
、
素
晴
ら
し
い
人
生
の
景
色
を
一
緒
に
、
心
の
カ
メ
ラ
に

刻
ん
で
い
こ
う
ね
。

私の婚約者さま

【贈りたい相手】

あなたの婚約者

【贈り主】

（
愛
知
県
・
会
社
員
）

尾
出 

圭
美
さ
ん

佳作

金

誓
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遠
距
離
恋
愛
5
年
目
の
去
年
の
夏
ま
で
は
あ
な
た
に
会
え

る
こ
と
が
非
日
常
の
で
き
ご
と
だ
っ
た
の
に
、
結
婚
し
て
一

年
。非

日
常
は
す
っ
か
り
私
た
ち
の
日
常
に
な
り
ま
し
た
。

帰
る
家
が
同
じ
と
い
う
こ
と
、
お
そ
ろ
い
の
お
茶
碗
で
ご

は
ん
を
食
べ
る
こ
と
、
あ
な
た
の
洗
濯
物
が
ベ
ラ
ン
ダ
に
並

ん
で
い
る
こ
と
。
日
常
の
些
細
な
こ
と
が
私
た
ち
が
夫
婦
に

な
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

口
に
出
す
の
は
恥
ず
か
し
い
け
ど
変
わ
ら
な
い
日
々
が
本

当
に
幸
せ
で
す
。

じろう君

【贈りたい相手】

ゆか

【贈り主】

（
山
口
県
・
主
婦
）

川
上 

由
華
さ
ん

あ
な
た
は
花
粉
症
が
ひ
ど
い
か
ら
、
花
束
を
く
れ
る
こ
と

も
な
い
し
、
た
く
さ
ん
の
花
を
育
て
た
り
窓
辺
に
飾
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
花
が
好
き
な
私
と
し
て
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
一
緒
に
い
る
と
、
花
畑
に
い

る
み
た
い
に
毎
日
が
カ
ラ
フ
ル
で
幸
せ
で
す
！
本
物
を
贈
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、心
に
咲
い
た
想
い
を
花
束
に
し
て
、

こ
と
ば
に
こ
め
て
贈
り
ま
す
。

旦那さま

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
団
体
職
員
）

川
部 

美
史
さ
ん

常

花
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結
婚
し
て
も
う
す
ぐ
三
年
。
若
く
し
て
結
婚
し
て
、
子
ど

も
も
産
ま
れ
反
対
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ね
。

「
若
い
親
だ
か
ら
遊
ん
で
ば
か
り
い
る
と
思
わ
れ
た
く
な

い
」
と
、
毎
日
毎
日
暑
い
日
も
寒
い
日
も
愚
痴
も
言
わ
ず
に

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
あ
な
た
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
私
は

あ
な
た
に
見
合
う
妻
に
な
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
美

味
し
い
手
料
理
で
少
し
で
も
疲
れ
を
癒
や
し
て
あ
げ
た
い
。

休
み
の
日
も
子
ど
も
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
自
慢
の
旦
那
で
す
。

旦那

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
東
京
都
・
専
業
主
婦
）

木
村 
麻
由
さ
ん

13
歳
年
上
の
最
愛
の
彼
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
私
を
見

つ
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

笑
っ
た
時
に
で
き
る
彼
の
笑
い
皺
が
大
好
き
で
、
見
る
度
に

嬉
し
く
、
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
の
せ
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が(

笑)

、
い
つ
も
笑

顔
を
大
切
に
し
て
い
る
か
ら
、
素
敵
な
笑
い
皺
が
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

「
大
好
き
」
の
気
持
ち
を
こ
め
て
彼
に
「
皺
」
の
漢
字
を
贈

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
わ
た
し
の
力
で
、
彼
の
笑
い
皺
を
増
や
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教之さん

【贈りたい相手】

瑠美子

【贈り主】

（
千
葉
県
・
家
事
手
伝
い
）

小
松 

瑠
美
子
さ
ん

佳作

敬

皺
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早
い
も
の
で
結
婚
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
節
目
の
年

に
、
息
子
の
入
院
が
あ
り
ま
し
た
。
何
気
な
い
日
常
が
一
番
の
幸

せ
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
子
ど
も
中
心
の
会
話
で
、
二

人
だ
け
で
出
掛
け
る
機
会
も
少
な
い
で
す
が
、
な
ぜ
か
、
あ
な
た

の
考
え
や
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
不
思
議
で
す

が
、
あ
な
た
か
ら
も
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
い
ち
い
ち
言

わ
な
く
て
も
、
私
の
気
持
ち
を
自
然
と
察
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
こ
と
悲
し
い
こ
と
辛
い
こ
と
嬉
し
い
こ
と
を

分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
分
か
り
合
え
る
分
身
の
よ
う
な
夫

婦
に
な
れ
た
ら
良
い
で
す
ね
。
今
日
は
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
家
族
の
た
め
に
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
末
長
く
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

旦那さん

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
宮
城
県
・
専
業
主
婦
）

佐
々
木 
涼
子
さ
ん

「
早
く
起
き
な
さ
い
！
」

「
早
く
着
替
え
な
さ
い
！
」

「
早
く
食
べ
な
さ
い
！
」

「
早
く
！
早
く
！
早
く
！
」

我
が
家
の
朝
は
、い
つ
も
君
か
ら
子
供
た
ち
へ
の
「
早
く
」

と
い
う
言
葉
か
ら
始
ま
る
ね
。
そ
ん
な
に
急
が
な
く
て
も
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
？
た
ま
に
は
一
時
停
止
し
て
深
呼
吸
し
て
み

よ
う
。
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
ね
。
だ
か
ら
、
こ
の
漢
字
を
あ

な
た
に
贈
り
ま
す
。

ママ

【贈りたい相手】

パパ

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
会
社
員
）

住
吉 

国
和
さ
ん

分

緩
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二
人
の
我
が
子
を
こ
の
身
に
宿
し
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
天

に
帰
り
ま
し
た
。

悲
し
み
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
わ
た
し
に
あ
な
た
は
言
い
ま
し

た
。『

君
ま
で
失
っ
た
ら
生
き
て
い
け
な
い
よ
』
そ
う
言
っ
て

一
生
懸
命
看
病
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

そ
の
あ
と
も
、
泣
い
て
怒
っ
て
困
ら
せ
て
…
そ
れ
で
も
笑

わ
せ
よ
う
と
側
で
さ
さ
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
め
ん
ね
。
あ
り
が
と
う
。
あ
な
た
の
お
陰
で
わ
た
し
は

今
生
き
て
い
ま
す
。

あ
な
た
と
二
人
、
子
供
た
ち
と
再
び
会
う
そ
の
日
ま
で

『
わ
た
し
と
一
緒
に
生
き
て
く
だ
さ
い
』

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
主
婦
）

田
口 
響
子
さ
ん

何
か
と
私
（
夫
）
に
頼
り
た
が
る
妻
。
で
も
、そ
れ
で
は
「
二

人
だ
け
の
世
界
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
重
度
の
身
体
障
が
い
者

の
あ
な
た
だ
か
ら
、
慣
れ
て
い
る
私
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
の

は
わ
か
る
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
私
以
外
の
人
と
も
つ
な
が
っ
て

ほ
し
い
。
も
っ
と
他
人
を
頼
っ
て
ほ
し
い
。
い
や
、
私
が
楽
を

し
た
い
わ
け
じ
ゃ
な
く
…
…
。

妻

【贈りたい相手】

夫

【贈り主】

（
福
井
県
・
無
職
）

辻
川 

定
男
さ
ん

佳作

生

他
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結
婚
し
て
20
年
。
子
ど
も
達
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
毎
日

手
作
り
の
物
し
か
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
フ
ル
タ
イ
ム

の
共
働
き
な
の
に
家
事
は
全
て
私
だ
っ
た
こ
と
で
毎
日
バ
タ

バ
タ
。
あ
な
た
は
、
私
の
文
句
を
聞
き
流
し
、
私
を
褒
め
て

く
れ
ま
し
た
。
言
葉
じ
ゃ
な
く
て
手
伝
っ
て
よ
！
と
思
っ
て

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
け
ど
、あ
な
た
の
そ
の
ゆ
っ

た
り
さ
が
私
を
癒
し
て
く
れ
て
た
と
今
に
な
っ
て
思
い
ま

す
。
20
年
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
岡
山
県
・
公
務
員
）

津
守 

あ
ゆ
み
さ
ん

一
緒
に
船
旅
を
し
よ
う
ね
、
っ
て
約
束
し
た
の
に
。
子
ど

も
た
ち
と
の
思
い
出
を
も
っ
と
も
っ
と
一
緒
に
作
り
た
か
っ

た
の
に
。
出
会
い
か
ら
13
年
、と
て
も
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。

か
わ
い
い
子
供
に
恵
ま
れ
、
本
当
に
素
敵
な
ぱ
ぱ
で
し
た
。

家
族
皆
B
型
の
気
の
合
う
も
の
同
士
。
激
し
く
仕
事
を
し
、

激
し
く
楽
し
み
、
激
し
く
愛
情
を
注
ぐ
、
熱
い
我
が
家
は
み

な
激
し
く
仲
の
良
い
家
族
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
。
天
国
か
ら
わ
た
く
し
た
ち

を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
間
違
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

空
か
ら
雷
を
落
と
し
て
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
ま
で
も

大
好
き
で
い
て
ね
、
愛
し
て
い
て
ね
。

ぱぱ

【贈りたい相手】

まま

【贈り主】

（
鳥
取
県
・
主
婦
）

中
山 

右
子
さ
ん

寛

激
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同
じ
部
屋
で
違
う
こ
と
を
し
て
い
る
、
そ
ん
な
空
間
が
心

地
い
い
。
ど
こ
が
好
き
か
と
訊
か
れ
る
と
困
っ
て
し
ま
う
け

れ
ど
、
あ
な
た
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
静
か
な
時
を
過
ご
そ

う
。微
か
な
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
部
屋
を
漂
っ
て
い
る
。

顔
を
上
げ
れ
ば
う
つ
む
く
横
顔
を
見
ら
れ
る
の
も
ま
た
い

い
。
共
通
の
趣
味
を
持
た
な
い
二
人
の
、
趣
き
あ
る
関
係
。

あなた

【贈りたい相手】

わたし

【贈り主】

（
愛
媛
県
・
ア
ル
バ
イ
ト
）

村
上 
真
央
さ
ん

私
み
た
い
な
未
婚
の
母
を
も
ら
っ
て
く
れ
て
、
血
の
繋
が

り
の
な
い
息
子
「
諒
多
」
を
沢
山
沢
山
愛
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。

プ
ロ
ポ
ー
ズ
は
「
諒
多
の
お
父
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
」、

こ
れ
程
嬉
し
い
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
多
」
は
息
子
の
名
前
に
も
使
っ
て
い
ま
す
が
、「
あ
り
が

た
い
と
思
う
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
難
と
多
幸
を
一
緒
に
過
ご
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

パッパ

【贈りたい相手】

カッカ

【贈り主】

（
山
口
県
・
会
社
員
）

山
村 

彩
夏
さ
ん

佳作

趣

多
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私
は
、先
生
に
「
弾
」
と
い
う
字
を
贈
り
ま
す
。
理
由
は
、

小
学
1
年
生
か
ら
ピ
ア
ノ
を
な
ら
い
始
め
、
う
ま
く
な
る
ほ

ど
、音
が
弾
み
、心
も
弾
む
か
ら
で
す
。毎
日
の
レ
ッ
ス
ン
は
、

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
先
生
の
し
ど
う
か

ら
、
白
と
黒
の
け
ん
ば
ん
が
色
づ
い
て
音
が
弾
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
人
の
ピ
ア
ノ
の
音
を
弾

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ピアノの先生

【贈りたい相手】

花鈴

【贈り主】

（
東
京
都
・
調
布
市
立
滝
坂
小
学
校
5
年
生
）

石
井 

花
鈴
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
1
つ
の
ボ
ー
ル
を
6
人
で
繋
ぐ
も
の
。

周
り
の
人
か
ら
見
る
と
た
だ
の
ボ
ー
ル
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
そ
れ
は
、
コ
ー
ト
の
外
か
ら
応
援
し
て
く
れ
る
仲
間
、

顧
問
の
先
生
方
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
父
、
母
、
み
ん

な
の
思
い
が
つ
ま
っ
た
大
切
な
ボ
ー
ル
。
だ
か
ら
私
は
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
思
い
と
、
こ
の
ボ
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
繋
い

で
い
く
ん
だ
。

バレー部のみんな

【贈りたい相手】

梨瑚

【贈り主】

（
奈
良
県
・
上
牧
町
立
上
牧
中
学
校
2
年
生
）

上
本 

梨
瑚
さ
ん
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「
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
、
人
の
影
に
隠
れ
る
の
か
」
と
私

の
友
人
は
言
い
ま
し
た
。

自
分
に
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
私
の
心
に
、
針
で
さ
さ
れ

た
よ
う
な
感
覚
が
し
ま
し
た
。

「
植
物
の
葉
は
、
他
の
葉
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、

太
陽
の
光
を
浴
び
、
大
き
く
な
る
ん
だ
よ
。
自
分
か
ら
動
か

な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い
。
勇
気
を
持
っ
て
。」
そ
の
一
枚
の

言
の
葉
は
、
私
に
光
を
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
私

の
葉
だ
け
ど
、今
度
は
あ
な
た
を
支
え
ら
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
。

友人

【贈りたい相手】

金子　明日香

【贈り主】

（
福
岡
県
・
福
岡
県
立
折
尾
高
等
学
校
1
年
生
）

金
子 
明
日
香
さ
ん

高
校
入
学
し
て
す
ぐ
の
こ
と
。
朝
、
登
校
す
る
と
、
校
門

の
前
に
先
生
は
立
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
あ
い
さ
つ
す
る
よ

り
早
く
、
先
生
は
言
い
ま
し
た
。「
お
は
よ
う
、
小
林
さ
ん
」

と
。
私
た
ち
の
通
う
学
校
を
誰
よ
り
も
知
り
、
生
徒
ひ
と
り

ひ
と
り
の
名
を
知
り
、
学
校
に
関
わ
る
全
て
の
人
を
、
物
も
、

事
柄
を
知
ろ
う
と
し
た
先
生
。
私
は
先
生
か
ら
、
自
ら
知
る

こ
と
の
大
切
さ
と
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
知
る
こ
と
で
生

徒
か
ら
尊
敬
さ
れ
愛
さ
れ
た
先
生
は
、
私
の
目
指
す
姿
で
す
。

五十嵐先生

【贈りたい相手】

劇団四帆団員

【贈り主】

（
東
京
都
・
東
京
都
立
世
田
谷
総
合
高
等
学
校
3
年
生
）

小
林 

志
帆
さ
ん

佳作
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鶴
は
千
年
い
つ
か
ま
た
会
え
る
日
千
年
の
う
ち
に
ま
た
会

お
う
親
友
よ
。
い
つ
ま
で
わ
す
れ
て
も
千
年
の
う
ち
に
会
え

る
か
ら
。
な
の
で
こ
の
字
を
お
く
り
ま
す
。
親
友
へ

田中　優光

【贈りたい相手】

京平

【贈り主】

（
宮
城
県
・
仙
台
市
立
長
町
小
学
校
3
年
生
）

島
津 

京
平
さ
ん

高
校
時
代
、「
常
識
を
考
え
ろ
！
」
と
と
き
ど
き
説
教
さ
れ

た
。
私
は
そ
の
た
び
、「
先
生
は
わ
か
っ
て
な
い
！
」と
む
す
っ

と
し
た
。
母
校
で
教
育
実
習
を
し
た
と
き
も
「
頭
で
っ
か
ち

に
な
る
な
！
」
と
言
わ
れ
、
変
わ
ら
な
い
な
あ
と
、
苦
笑
い

し
た
。
そ
ん
な
先
生
が
、
病
気
で
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
た
。

最
後
に
会
っ
た
の
は
、
私
が
教
師
と
し
て
働
き
は
じ
め
た
こ

と
を
報
告
に
行
っ
た
と
き
。「
お
前
な
ら
で
き
る
！
」
妙
に
ま

じ
め
な
顔
で
励
ま
し
て
く
れ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

生
徒
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

高校時代の担任の先生

【贈りたい相手】

元生徒

【贈り主】

（
山
形
県
・
教
員
）

白
幡 

侑
さ
ん

導
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［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

天
は
二
物
を
与
え
て
は
く
れ
な
い
、
そ
う
考
え
た
ら
ど
う

だ
。
男
っ
ぷ
り
が
良
く
て
、
相
方
に
は
こ
と
欠
か
な
か
っ
た

お
前
。

ど
ん
な
に
羨
ん
だ
こ
と
か
。

で
も
、
ま
だ
逝
く
に
は
早
す
ぎ
る
。
花
を
咲
か
す
に
は

ち
ょ
っ
と
老
い
ぼ
れ
た
が
、
奥
さ
ん
の
胸
に
刻
ま
れ
る
よ
う

な
10
年
、
15
年
後
の
末
期
の
言
葉
を
考
案
し
て
、
退
院
し
ろ
。

待
っ
て
る
ぞ
。

がん闘病中の友

【贈りたい相手】

悪友

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
無
職
）

鈴
田 
浩
二
さ
ん

私
は
体
育
館
を
見
る
た
び
思
い
出
す
ん
だ
。
汗
を
流
し
、

涙
を
流
し
、
笑
顔
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
た
、
ミ
ニ
バ
ス
の
頃
を
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
辞
め
て
少
し
後
悔
を
し
て
い
る
私
だ
け
ど
、

新
し
い
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
中
、
頑
張
っ
て
い
る
み
ん
な
に
贈

り
た
い
の
は
「
続
」
と
い
う
漢
字
。
ど
ん
な
に
怒
ら
れ
て
も

辛
く
て
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
た
方
が
良
い
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
が
大
好
き
な
み
ん
な
だ
か
ら
、
そ
こ
で
負
け
た
ら
絶
対
に

後
悔
す
る
と
思
う
。
そ
し
て
み
ん
な
を
い
つ
で
も
応
援
し
て

い
る
よ
。

小学生の頃のミニバ
ス ケ ッ ト ボ ー ル の
チームメイト

【贈りたい相手】

田邉　水香

【贈り主】

（
茨
城
県
・
常
総
学
院
中
学
校
1
年
生
）

田
邉 

水
香
さ
ん

佳作

癒
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大
き
な
お
日
様
が
私
を
照
ら
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
明
る

か
っ
た
毎
日
。
日
が
雲
に
陰
れ
て
い
て
、
曇
り
空
で
も
私
の

心
だ
け
は
晴
れ
て
い
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
?
そ
れ
は
、
あ
な
た

が
私
に
と
っ
て
一
番
大
き
く
、
暖
か
く
、
輝
い
て
い
た
、
最

高
の
お
日
様
だ
っ
た
か
ら
。
私
の
内
の
奥
深
い
場
所
に
陰
れ

て
い
た
雲
や
雨
は
、
あ
な
た
に
よ
っ
て
一
瞬
で
吹
き
飛
ば
さ

れ
、気
が
つ
い
た
ら
私
は
い
つ
も
晴
れ
て
い
た
。晴
れ
、晴
れ
、

晴
れ
、
い
つ
も
晴
れ
空
を
あ
り
が
と
う
。

ナタァリー ( ウズベ
キスタンの親友 )

【贈りたい相手】

遥希

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
学
校
法
人
カ
ネ
デ
ィ
ア
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ィ
8
年
生
）

中
井 

遥
希
さ
ん

九
州
大
会
で
、
涙
を
流
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
三
セ
ン
チ

た
り
な
く
て
、
涙
を
流
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
け
ど
、
涙
を

流
し
た
み
ん
な
は
、
立
ち
上
が
っ
て
、
強
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
涙
と
い
う
漢
字
は
、
涙
を
流
し
終
わ
っ
た
ら
、
ま
た

も
と
に
戻
れ
る
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
悔

や
し
涙
を
流
し
て
も
、
ま
た
戻
っ
て
、
強
く
な
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

大宮中陸上部のみんな

【贈りたい相手】

久永　健太

【贈り主】

（
宮
崎
県
・
宮
崎
市
立
大
宮
中
学
校
1
年
生
）

久
永 

健
太
さ
ん

99　



［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

け
が
と
い
う
夜
を
こ
え
て
無
事
に
夜
明
け(

暁)

が
訪
れ
ま

す
よ
う
に
。
リ
ハ
ビ
リ
を
が
ん
ば
っ
て
、
歩
い
た
り
走
っ
た

り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
た
一
緒
に
遊
べ
る
と
い
い
で

す
ね
。
早
く
元
気
に
な
っ
て
学
校
に
来
て
く
だ
さ
い
。
待
っ

て
ま
す
。

森中　涼空

【贈りたい相手】

藤井　玲

【贈り主】

（
大
阪
府
・
藤
井
寺
南
小
学
校
6
年
生
）

藤
井 
玲
さ
ん

「
お
友
達
と
け
ん
か
し
ち
ゃ
っ
た
と
き
は
、
相
手
と
自
分
の

気
持
ち
の
間
に
虹
を
か
け
よ
う
。
お
友
達
が
自
分
の
と
こ
ろ

に
渡
っ
て
き
た
く
な
る
よ
う
な
き
れ
い
な
虹
を
か
け
て
ね
。」

先
生
が
教
え
て
く
れ
た
友
達
と
の
仲
直
り
の
方
法
は
、
25
年

以
上
経
っ
た
今
で
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
人
間
関
係
で
悩
む

と
き
、
自
分
か
ら
謝
っ
た
り
、
話
し
か
け
た
り
し
て
き
れ
い

な
虹
を
か
け
る
と
、
相
手
は
自
然
と
こ
ち
ら
に
来
て
く
れ
ま

す
。
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小学１年のときの担
任の先生

【贈りたい相手】

山下

【贈り主】

（
福
井
県
・
パ
ー
ト
）

山
下 

菜
香
さ
ん

佳作

虹
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一
番
の
悩
み
ど
こ
ろ
。
こ
の
障
害
。
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
ぬ
。
書
く
こ
と
だ
け
は
、
好
き
。
人
生
の
師

と
も
言
え
ま
す
先
生
が
「
ど
ん
な
こ
と
も
書
き
な
さ
い
。
そ

れ
が
あ
な
た
の
為
。」
以
後
、
ど
ん
な
想
い
も
文
字
か
絵
に
変

え
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
状
も
貰
え
た
。
今
や
、
書
く
こ

と
が
私
の
生
き
る
糧
。
先
生
、
あ
り
が
と
う
。
私
、
書
く
よ
、

生
き
る
よ
、
頑
張
る
よ
。

主治医

【贈りたい相手】

横尾　伸子

【贈り主】

（
大
阪
府
・
無
職
）

横
尾 

伸
子
さ
ん

僕
は
、
小
学
校
の
時
に
パ
ニ
ッ
ク
障
害
に
な
り
、
人
前
で

話
す
こ
と
を
避
け
て
き
ま
し
た
。
う
ま
く
話
せ
ず
、
次
第
に

自
分
へ
の
自
信
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
友
達

と
の
関
係
も
悪
く
な
っ
て
、
泣
き
虫
で
泣
い
て
い
た
僕
に
先

生
が
く
れ
た
言
葉
が
こ
の
漢
字
を
選
ん
だ
理
由
で
す
。「
下
向

い
て
ベ
ソ
ベ
ソ
泣
い
て
た
ら
暗
い
子
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
?

う
ま
く
話
せ
な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ
、
思
い
を
伝
え
る
に
は

声
じ
ゃ
な
く
て
そ
の
姿
勢
で
十
分
だ
よ
、
勇
気
を
持
っ
て
前

に
出
て
み
よ
う
!
」
つ
ら
く
な
っ
た
時
は
い
つ
も
こ
の
言
葉

を
思
い
だ
し
ま
す
。

小学校の先生

【贈りたい相手】

横山　翔太

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
兵
庫
県
立
佐
用
高
等
学
校
2
年
生
）

横
山 

翔
太
さ
ん

書
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［ 友 人 ・ 恩 人 / 自 分 部 門 ］

学
生
時
代
親
友
だ
っ
た
友
が
病
で
先
立
ち
、
葬
儀
の
日
に
は

私
た
ち
二
人
の
友
情
も
確
か
め
あ
っ
た
あ
の
日
。

あ
れ
か
ら
数
年
、最
愛
の
ご
主
人
に
先
立
た
れ
た
あ
な
た
は
、

以
来
連
絡
を
く
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
心
の
傷
み
を
理
解
で
き
る
な
ど
と
は
申
し
ま
せ
ん
。

た
だ
、あ
な
た
が
ま
た
連
絡
を
く
れ
る
日
が
く
る
こ
と
を
待
っ

て
い
ま
す
。

「
待
つ
」と
い
う
字
に
は
、未
来
に
架
け
る
希
望
が
あ
り
ま
す
。

慶子さん

【贈りたい相手】

啓子

【贈り主】

（
奈
良
県
・
主
婦
）

脇
本 
啓
子
さ
ん

水
は
あ
ま
り
目
立
つ
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
無
く
て
は
な

ら
な
い
物
で
す
。
あ
な
た
は
今
、
水
の
よ
う
に
必
要
と
さ
れ

る
人
に
な
っ
て
い
ま
す
か
?
ま
た
、
水
の
よ
う
に
あ
ま
り
で

し
ゃ
ば
ら
ず
、
縁
の
下
の
力
持
ち
の
よ
う
な
人
に
な
っ
て
い

ま
す
か
?
残
念
な
が
ら
、
今
の
私
は
そ
う
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

け
ど
、
き
っ
と
水
の
よ
う
な
存
在
に
な
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い

！！

遠くにいるわたし

【贈りたい相手】

今を生きてるわたし

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
大
阪
桐
蔭
中
学
校
2
年
生
）

青
沼 

は
る
香
さ
ん

佳作

待
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私
が
送
り
た
い
漢
字
は
「
桜
」
で
す
。
桜
は
た
く
さ
ん
の

人
に
親
し
ま
れ
、
人
々
を
魅
了
す
る
花
で
す
。
私
は
桜
の
よ

う
に
な
り
た
い
、
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
こ
の
漢
字
を

選
び
ま
し
た
。
桜
は
厳
し
い
冬
を
乗
り
こ
え
、
力
強
く
咲
く

の
で
、
散
る
と
き
ま
で
、
人
々
を
魅
了
で
き
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
ど
ん
な
に
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
桜
の
様
に
力
強

く
ふ
ん
ば
り
、
散
る
と
き
ま
で
自
分
ら
し
く
堂
々
と
後
悔
し

な
い
よ
う
に
生
き
ま
し
ょ
う
。
悩
み
、
苦
し
み
、
が
ん
ば
っ

た
分
だ
け
、
と
て
も
大
き
く
、
き
れ
い
な
花
が
咲
き
、
誰
か

に
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
誰
か
が
見
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

自分

【贈りたい相手】

岩田　あかり

【贈り主】

（
茨
城
県
・
常
総
学
院
中
学
校
1
年
生
）

岩
田 

あ
か
り
さ
ん

こ
の
「
青
」
と
い
う
漢
字
を
見
て
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

青
は
青
春
の
「
青
」・
青
は
若
さ
の
「
青
」・
青
は
こ
れ
か
ら

変
わ
っ
て
い
く
色
な
の
だ
と
。
今
、
そ
の
時
期
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
知
り
、
楽
し
み
、
苦
し
み
、
大
人
へ
と
成
長
し

て
ゆ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。 未来の高校生の自分

【贈りたい相手】

中学生の自分

【贈り主】

（
東
京
都
・
文
京
区
立
第
九
中
学
校
2
年
生
）

大
橋 

天
裕
さ
ん
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［ 自 分 部 門 ］

陰
、
と
い
う
漢
字
は
「
日
か
げ
」
や
「
か
く
れ
て
い
る
」
と

い
う
意
味
で
す
。
私
が
今
、
困
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
て
い
る

の
は
、
た
く
さ
ん
の
「
陰
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、「
陰
」
で
人
の
た
め
に
働
い
た
り
「
陰
」
で
人
を
助
け
た

り
な
ど
、
決
し
て
ほ
め
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
注
目
を
あ
び

る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
人
の
た
め
に
動
く
と
い
う
の
は
す
ご

い
こ
と
だ
し
、
感
謝
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
今
の
生
活
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
陰
で
支
え
て
く
れ

て
い
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

自分

【贈りたい相手】

片山　実珠樹

【贈り主】

（
大
阪
府
・
大
阪
市
立
西
中
学
校
1
年
生
）

片
山 
実
珠
樹
さ
ん

私
は
数
年
後
、
数
十
年
後
の
自
分
に
「
一
」
と
い
う
漢
字

を
送
り
ま
す
。「
一
」
は
「
一
」
か
ら
始
ま
る
、「
一
」
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
な
ど
の
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
意
味

が
強
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
少
し
違
う
視
点
か
ら

見
ま
し
た
。「
一
」
は
マ
イ
ナ
ス
と
も
捉
え
る
事
が
で
き
、
私

は
い
つ
も
自
分
に
「
＋
は
－
か
ら
書
き
始
め
る
」
と
い
う
言

葉
を
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
未
来
の
自
分
も
、
社
会
人
に

な
り
失
敗
も
沢
山
し
て
落
ち
込
ん
で
い
る
時
は
こ
の
言
葉
を

思
い
出
し
て
、
今
は
辛
い
け
ど
そ
れ
は
、
幸
せ
に
な
る
前
の

段
階
な
ん
だ
と
思
っ
て
、
次
に
待
つ
幸
せ
の
為
に
今
を
乗
り

越
え
て
挫
け
ず
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

未来の自分

【贈りたい相手】

2015 年の自分

【贈り主】

（
愛
媛
県
・
大
学
3
年
生 

）

桑
内 

智
雅
さ
ん

佳作

一
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ぼ
く
は
、
考
え
な
し
に
、
い
ろ
い
ろ
な
行
動
を
し
て
、
失

敗
す
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
ち
ゃ
ん
と
、
考
え
て
、
行
動

を
す
れ
ば
失
敗
す
る
こ
と
が
、少
な
く
な
る
か
ら
、自
分
へ「
考

え
る
」
の
「
考
」
を
書
き
ま
し
た
。
他
の
人
に
、
や
る
の
で

は
な
く
、
自
分
に
あ
げ
る
、
理
由
は
、
自
分
が
、
ま
だ
ま
だ
、

考
え
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
、
他
の
人
に
あ

げ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
に
あ
げ
ま
し
た
。

自分

【贈りたい相手】

髙本　涼太

【贈り主】

（
長
崎
県
・
佐
世
保
市
立
中
里
中
学
校
1
年
生
）

髙
本 

涼
太
さ
ん

将
来
の
自
分
へ
。 

今
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
?
ど
ん
な
仕

事
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
い
る
の
で
す
か
?　

私
が
今
、
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字
は
、
今
の
私
が
一
番
好

き
な
漢
字
で
す
。　

誠
。　

言
っ
た
こ
と
を
成
し
と
げ
る
。

自
分
に
う
そ
は
つ
か
な
い
。
誠
の
自
分
を
信
じ
る
と
た
っ
た

一
文
字
な
の
に
、こ
ん
な
に
も
深
い
意
味
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

将
来
、
何
か
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
は
、
こ
の
手
紙

を
読
ん
で
、
誠
の
自
分
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
!

将来の自分

【贈りたい相手】

十五の私

【贈り主】

（
福
岡
県
・
那
珂
川
町
立
那
珂
川
南
中
学
校
3
年
生
）

冨
田 

菊
乃
さ
ん
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や
あ
、
数
年
前
の
私
。
目
が
赤
い
ね
。
ま
た
帰
り
道
に
泣

い
て
た
の
か
な
？
君
は
完
璧
に
仕
事
を
こ
な
せ
る
綺
麗
な
人

に
な
り
た
い
み
た
い
だ
け
ど
実
際
は
空
回
り
ば
っ
か
り
。
小

さ
な
事
で
躓
い
て
泥
だ
ら
け
だ
ね
。
そ
ん
な
君
に
言
い
た
い

こ
と
が
あ
る
ん
だ
。
そ
れ
は
「
君
が
汚
か
っ
た
こ
と
は
一
度

も
な
い
」
っ
て
こ
と
だ
よ
。
綺
麗
に
生
き
る
た
め
に
は
汚
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
あ
る
。
で
も
、
泥
だ
ら
け
の
人
ほ

ど
美
し
い
ん
だ
。き
っ
と
今
の
君
に
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

だ
け
ど
、
い
つ
か
目
の
前
が
カ
ラ
フ
ル
に
見
え
る
瞬
間
が
来

る
ん
だ
。
だ
か
ら
、ま
た
明
日
も
転
ん
で
お
い
で
。
大
丈
夫
、

君
は
ち
ゃ
ん
と
美
し
い
よ
。
そ
し
て
私
は
ち
ゃ
ん
と
幸
せ
だ

よ
。

数年前の私

【贈りたい相手】

2015 年の私

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
駒
沢
女
子
大
学
2
年
生
）

中
嶋 
梨
璃
さ
ん

こ
の
漢
字
に
は
、「
新
し
く
は
じ
め
る
」、「
興
す
」
な
ど
の

意
味
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
の
夢
は〝
発
明
家
〟に
な
る
こ
と
で

す
。
こ
の
『
創
』
と
い
う
漢
字
の
意
味
は
、
ぼ
く
の
夢
に
は

よ
く
通
じ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
こ
の

『
創
』
と
い
う
漢
字
を
ぼ
く
に
送
り
ま
す
。

が
ん
ば
れ
、
未
来
の
ぼ
く
!

野田　秋星

【贈りたい相手】

野田　秋星

【贈り主】

（
滋
賀
県
・
竜
王
町
立
竜
王
中
学
校
1
年
生 

）

野
田 

秋
星
さ
ん

佳作

美
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人
生
で
は
な
ん
ど
も 

な
ん
ど
も
大
き
な
壁
に
行
く
手
を
は

ば
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
の
自
分
は
そ

の
壁
に
挑
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
こ

れ
か
ら
の
自
分
に
は
挑
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。
た
と
え
そ
の

壁
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
挑
ん
で
ほ
し
い
の
で

す
。
な
ん
ど
も
挑
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。
だ
っ
て
大
切
な
の

は
そ
の
壁
を
突
破
す
る
こ
と
で
は
な
く
挑
む
こ
と
だ
か
ら
。

これからの自分

【贈りたい相手】

それまでの自分

【贈り主】

（
北
海
道
・
滝
川
市
立
開
西
中
学
校
2
年
生
）

深
村 

駿
介
さ
ん

「
意
見
」そ
れ
は
生
き
て
い
る
間
で
絶
対
に
必
要
な
こ
と
。

僕
は
学
校
で
は
他
の
子
の
意
見
を
聞
い
て
「
う
ん
、
う
ん
」

と
う
な
ず
い
て
い
る
だ
け
。
だ
か
ら
、
自
分
に
、
も
っ
と
も
っ

と
意
見
を
持
っ
て
み
ん
な
の
前
で
発
表
し
て
ほ
し
い
の
で
、

こ
の
「
意
」
と
い
う
字
に
し
ま
し
た
。

自分

【贈りたい相手】

永登

【贈り主】

（
和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
立
太
田
小
学
校
6
年
生
）

細
川 

永
登
さ
ん
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私
へ
。「
一
」
を
贈
り
ま
す
。
好
き
な
よ
う
に
線
を
書
き
加

え
て
、
あ
な
た
の
好
き
な
字
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
出

来
合
い
の
漢
字
を
拾
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
あ
な
た
の
手

で
、
あ
な
た
の
想
い
で
、
あ
な
た
だ
け
の
手
作
り
の
漢
字
を

築
い
て
く
だ
さ
い
。
人
生
は
い
つ
だ
っ
て〝
こ
れ
か
ら
〟が
大

事
。
今
は
ま
だ
、
は
じ
め
の
一
画
。
ど
ん
な
漢
字
だ
っ
て
、

つ
く
れ
ま
す
。
ど
ん
な
未
来
だ
っ
て
、
今
か
ら
、
は
じ
め
ら

れ
る
は
ず
だ
よ
ね
。

明日の私

【贈りたい相手】

今日の私

【贈り主】

（
静
岡
県
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

松
崎 
誠
さ
ん

20
代
に
な
っ
た
ら
家
庭
教
師
に
な
る
っ
て
い
っ
て
た
よ

な
。
な
れ
た
ん
?
な
わ
と
び
の
二
重
飛
び
も
ま
っ
た
く
出
来

な
か
っ
た
の
に
練
習
し
た
ら
出
来
た
で
し
ょ
。
だ
か
ら
何
か

出
来
な
く
て
も
家
庭
教
師
に
な
れ
な
く
て
も
、
あ
き
ら
め
ず

に
練
習
し
ろ
よ
。
未
来
の
自
分
へ
。

20 代になった自分

【贈りたい相手】

今の自分

【贈り主】

（
大
阪
府
・
大
阪
市
立
関
目
東
小
学
校
6
年
生 

）

松
本 

路
宇
さ
ん

佳作

一
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そ
ん
な
に
拘
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
よ
。
仕
事
も
活
動
も

人
生
も
時
に
流
れ
に
任
せ
て
も
良
い
。

流
れ
る
よ
う
に
柔
ら
か
に
い
け
ば
、
人
の
こ
と
や
プ
ラ
イ

ド
・
衝
突
も
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
。

流
れ
着
く
先
は
き
っ
と
広
い
海
！
拘
り
過
ぎ
た
り
無
理
し

過
ぎ
て
、
流
れ
に
逆
ら
う
と
疲
れ
る
よ
。

大
丈
夫

！！
あ
な
た
に
吹
く
流
れ
は
、
き
っ
と
あ
な
た
を
導

く
風
と
同
じ
。
光
り
輝
く
未
来
へ
。

時
に
流
れ
に
任
せ
る
べ
し

！！

20 代の自分

【贈りたい相手】

30 代の自分

【贈り主】

（
福
岡
県
・
会
社
員
）

矢
野 

浩
樹
さ
ん

あ
な
た
は
ど
ん
な
に
周
り
の
人
に
認
め
ら
れ
な
く
て
も

け
っ
し
て
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
に
不
幸
で

も
前
を
向
い
て
歩
み
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
は
ま
だ

種
な
ん
で
す
。

ま
だ
花
は
咲
い
て
い
な
い
。
芽
す
ら
出
て
い
な
い
。
ど
ん

な
に
周
り
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い
て
も
あ
き
ら
め
ず
努
力
し

て
い
れ
ば
芽
が
で
て
い
ず
れ
き
れ
い
な
花
を
咲
か
す
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
の
日
ま
で
自
分
で
自
分
に
水
を
ま
き

つ
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

未来の僕

【贈りたい相手】

現在の僕

【贈り主】

（
福
島
県
・
福
島
県
い
わ
き
市
立
草
野
中
学
校
3
年
生
）

山
﨑 

完
基
さ
ん

流
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小
さ
い
こ
ろ
、
つ
な
い
で
い
た
父
の
手
が
も
の
す
ご
く
冷

た
く
て
、
私
は
よ
く
「
な
ん
で
お
父
さ
ん
の
手
は
い
つ
も
冷

た
い
の
?
」
と
た
ず
ね
て
い
ま
し
た
。
父
は
決
ま
っ
て
、「
心

が
温
か
い
人
は
手
が
冷
た
い
ん
だ
よ
。」
と
笑
っ
て
言
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
そ
の
当
時
は
あ
き
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

今
で
は
、
い
つ
も
話
を
聞
い
て
く
れ
、
は
っ
と
す
る
言
葉
を

く
れ
る
父
の
温
か
さ
を
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
中
学

3
年
生
に
な
り
、
も
う
あ
の
頃
の
よ
う
に
手
を
つ
な
ぐ
こ
と

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
父
の
手
は
今
で
も
き
っ
と
冷
た
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

お父さん

【贈りたい相手】

七海

【贈り主】

（
東
京
都
・
江
東
区
立
第
二
大
島
中
学
校
３
年
生
）

梶
川 
七
海
さ
ん

私
の
父
は
頑
固
だ
。「
曲
が
ら
な
い
男
」
そ
う
言
っ
て
し
ま

え
ば
す
ご
く
人
聞
き
が
悪
い
の
だ
が
、
私
は
そ
ん
な
父
か
ら

学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
自
分
の
意
見
を
持
ち
最
後

ま
で
や
り
抜
く
こ
と
」
だ
。
中
途
半
端
が
嫌
い
な
父
は
途
中

で
は
投
げ
出
さ
な
い
。私
は
父
の
そ
う
い
う
性
格
が
好
き
だ
。

最
後
ま
で
や
る
こ
と
、
そ
れ
は
自
分
の
意
志
を
貫
く
こ
と
。

し
っ
か
り
胸
に
刻
ん
で
社
会
に
出
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

父

【贈りたい相手】

息子

【贈り主】

（
長
崎
県
・
長
崎
県
立
壱
岐
高
等
学
校
３
年
生
）

白
川 

遼
馬
さ
ん

入選
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闘
病
中
で
辛
い
の
は
わ
か
る
。
で
も
私
た
ち
家
族
に
隠
れ

て
吸
う
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。ど
う
し
て
も
吸
い
た
く
な
っ

た
ら
、
こ
の
漢
字
を
見
て
が
ま
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

で
も
、
そ
れ
で
も
辛
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
私
た

ち
が
支
え
る
か
ら
。
話
ぐ
ら
い
聞
く
し
、
あ
た
り
た
か
っ
た

ら
あ
た
れ
ば
い
い
。
全
部
う
け
と
め
る
か
ら
。
そ
れ
が
家
族

や
ん
。

父

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

（
富
山
県
・
富
山
県
立
南
砺
平
高
等
学
校
２
年
生
）

中
田 

ひ
か
る
さ
ん

ぼ
く
の
き
ら
い
な
野
さ
い
は
ト
マ
ト
、
ゴ
ー
ヤ
、
な
す
で

す
。
お
母
さ
ん
は
そ
の
き
ら
い
な
野
さ
い
を
ぼ
く
の
す
き
な

料
理
に
か
く
し
て
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
ん
な
に

き
ら
い
だ
っ
た
ト
マ
ト
と
、
な
す
が
食
べ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
ぼ
く
の
け
ん
こ
う
を
考
え
て
く
れ

ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
元
気
で
す
。

お母さん

【贈りたい相手】

中富　勇次朗

【贈り主】

（
福
岡
県
・
麻
生
学
園
小
学
校
３
年
生
）

中
富 

勇
次
朗
さ
ん
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私
の
命
よ
り
も
大
事
な
最
愛
の
宝
物
で
あ
る
あ
な
た
が
人

生
に
苦
し
ん
で
い
る
今
、
私
か
ら
一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は

「
生
き
て
い
れ
ば
、
き
っ
と
何
と
か
な
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。「
生
」
と
い
う
漢
字
に
は
何
種
類
も
の
読
み
方
と
意
味
が

あ
り
ま
す
。
自
己
保
身
の
嘘
つ
き
な
大
人
達
に
心
を
潰
さ
れ

て
死
ん
だ
方
が
マ
シ
だ
と
思
っ
た
ら
、
ど
う
か
「
生
」
と
い

う
字
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。
愛
し
い
あ
な
た
が
生
き
て
い

て
く
れ
る
こ
と
が
、
老
い
先
短
い
私
に
は
何
よ
り
も
必
要
な

の
で
す
か
ら
。

孫

【贈りたい相手】

祖母

【贈り主】

（
長
崎
県
・
無
職
）

濱
崎 
麻
子
さ
ん

―
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
―
私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
「
守
」

と
い
う
漢
字
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が

大
好
き
だ
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
な
の
で
、
い
つ
ま
で
も
私
の

こ
と
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
私
は
い
ま
ま
で
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
稲
刈
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
も

う
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
は
稲
刈
り
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
悲
し
い
け
れ
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
過
し
た
時
間
は
い

つ
ま
で
も
宝
物
の
よ
う
に
私
の
心
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、私
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ

て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。
―
未
来
よ
り
―

亡き祖父

【贈りたい相手】

藤平　未来

【贈り主】

（
茨
城
県
・
常
総
学
院
中
学
校
１
年
生
）

藤
平 

未
来
さ
ん

入選
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「
歩
」。
受
験
時
、
よ
く
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ

て
辛
く
な
っ
て
落
ち
込
ん
だ
そ
ん
な
と
き
、
い
つ
も
言
っ
て
く
れ

た
よ
ね
。「
急
い
で
全
力
で
走
り
す
ぎ
だ
よ
、歩
い
て
み
た
ら
？
」っ

て
。「
歩
」、そ
れ
は「
少
し
止
ま
る
」と
書
く
。
少
し
く
ら
い
止
ま
っ

た
っ
て
い
い
か
ら
し
っ
か
り
と
１
歩
ず
つ
自
分
の
道
を
進
ん
で
ほ

し
い
っ
て
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
か
け
て
く
れ
た
あ
な
た
の
温
か

い
言
葉
。
今
ま
で
ず
っ
と
隣
で
支
え
て
く
れ
、
こ
ん
な
に
そ
ば
に

い
る
の
に
、
ま
だ
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
事
を
こ
こ
で
伝
え
ま
す
。

１
歩
ず
つ
自
分
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、「
歩
み
」

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
る
あ
な
た
の
お
か
げ
で
す
。
大
好
き

な
あ
な
た
が
、
最
高
に
楽
し
い
と
き
も
最
高
に
辛
い
と
き
も
、
私

は
あ
な
た
と
人
生
を
「
歩
」
み
た
い
。

世界一の母

【贈りたい相手】

頼りない娘

【贈り主】

（
徳
島
県
・
徳
島
大
学
歯
学
部
歯
学
科
３
年
）

松
木 

里
奈
さ
ん

不
思
議
な
力
に
導
か
れ
、歩
み
始
め
た
あ
な
た
と
同
じ
道
。

深
く
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
大
き
く
な
る
あ
な
た
の
存
在
。

思
え
ば
、
あ
な
た
に
追
い
付
き
た
く
て
、
ほ
め
て
も
ら
い

た
く
て
、
歩
ん
で
き
た
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
正
し
い
方
向
へ
導
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
道
の

ゴ
ー
ル
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
1
度
く
ら
い
、
娘
と
し

て
ほ
め
て
く
だ
さ
い
ね
。

父

【贈りたい相手】

光子

【贈り主】

（
広
島
県
・
ペ
ン
習
字
、
書
道
講
師
）

松
田 

光
子
さ
ん

歩
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不
器
用
な
お
父
さ
ん
が
作
る
卵
焼
き
は
、
見
た
目
は
形
が

崩
れ
て
い
て
と
て
も
美
味
し
そ
う
に
は
見
え
な
い
し
、
味
も

塩
を
入
れ
す
ぎ
て
し
ょ
っ
ぱ
い
。

正
直
お
母
さ
ん
が
作
っ
た
卵
焼
き
の
ほ
う
が
美
味
し
い
け

ど
、
私
は
知
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
卵
焼
き
を
こ
っ
そ
り
練
習
し
て
い
る
こ
と
。

作
っ
て
み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
う
と
き
、「
今
度
は
美
味
し
く

作
れ
た
ん
だ
ぞ
。」
と
得
意
げ
に
言
う
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
美
味

し
く
な
い
。

だ
け
ど
そ
ん
な
お
父
さ
ん
が
、
そ
ん
な
お
父
さ
ん
が
作
る

卵
焼
き
が
私
は
大
好
き
で
す
。

父

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

（
栃
木
県
・
茂
木
町
立
茂
木
中
学
校
３
年
生
）

見
ル
野 
未
来
さ
ん

昨
年
、42
歳
に
し
て
待
望
の
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
り
ま
し
た
。

妊
娠
中
も
私
の
身
体
を
気
遣
っ
て
、
育
児
も
率
先
し
て
頑
張

る
主
人
に
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
家
事
と
育
児
で
バ
タ

バ
タ
と
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
毎
日
の
中
で
、
夫
婦
の
絆
は

薄
れ
て
な
い
だ
ろ
う
か
。
優
し
い
言
葉
を
選
ん
で
、
気
持
ち

が
繋
が
っ
て
い
る
夫
婦
で
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
岡
山
県
・
会
社
員
）

浦
田 

有
利
子
さ
ん

入選

繋
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直
接
自
分
か
ら
告
白
で
き
な
く
て
、
初
め
てLIN

E

を
も

ら
っ
て
、LIN

E

の
中
で
「
好
き
で
す
。」
と
告
白
し
ま
し
た
。

そ
の
次
の
朝
か
ら
、
学
校
で
会
う
と
、
大
輔
か
ら
「
お
は

よ
ー
。」
と
言
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
自
分

か
ら
な
か
な
か
言
え
な
く
て
、
時
間
は
か
か
っ
た
け
れ
ど
、

積
極
的
に
「
お
は
よ
。」
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
告
白
し
た
こ
と
で
大
切
な
存
在
に
な
れ
て
う
れ
し
い

で
す
。

大輔

【贈りたい相手】

友理香

【贈り主】

（
千
葉
県
・
千
葉
県
立
特
別
支
援
学
校
流
山
高
等
学
園
１
学
年
）

大
野 

友
理
香
さ
ん

結
婚
し
て
丸
7
年
。年
子
の
育
児
に
精
一
杯
だ
っ
た
私
を
、

あ
な
た
は
い
つ
も
、
大
き
な
心
と
優
し
い
言
葉
で
包
み
込
ん

で
く
れ
た
ね
。家
事
と
育
児
の
両
立
が
う
ま
く
で
き
な
く
て
、

笑
う
こ
と
さ
え
忘
れ
て
い
た
私
に
、「
家
事
な
ん
て
出
来
な

き
ゃ
出
来
な
い
で
大
丈
夫
。
だ
か
ら
笑
っ
て
て
」
っ
て
言
っ

て
く
れ
た
っ
け
。
そ
ん
な
あ
な
た
の
愛
情
と
優
し
さ
に
包
ま

れ
て
、
私
も
子
供
達
も
本
当
に
幸
せ
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
は
私

の
愛
情
で
あ
な
た
を
包
み
込
め
ま
す
よ
う
に
。 主人

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
北
海
道
・
専
業
主
婦
）

工
藤 

純
子
さ
ん

包
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も
う
す
ぐ
結
婚
35
年
を
迎
え
ま
す
ね
。
ず
っ
と
共
働
き
で

忙
し
い
毎
日
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
次
々
と
起
こ
り

ま
し
た
ね
。

私
の
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
や
転
職
、
大
病
で
の
入
院
、
あ
な

た
の
仕
事
の
リ
ス
ト
ラ
…
。
そ
れ
ら
の
苦
難
の
時
に
進
む
べ

き
方
向
を
決
め
る
「
鍵
」
は
、
そ
の
道
が
「
正
し
い
」
か
？

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
安
易
な
道
を
選
ば
ず
、
遠
回
り
で
も

正
し
い
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
ね
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
も
、
二
人
で
、
ま
っ
す
ぐ
な
正
し
い
道

を
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
ね
。

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
会
社
員
）

小
西 
由
美
さ
ん

彼
や
旦
那
に
な
る
人
に
は
支
え
て
欲
し
い
と
言
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
け
ど
あ
な
た
と
結
婚
し
て
初
め
て
こ
の
人
を
支
え

て
行
き
た
い
と
言
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
頼
り
な
い
と

い
う
意
味
で
は
な
く
心
の
底
か
ら
愛
お
し
く
て
共
に
歩
ん
で

い
き
た
い
人
だ
か
ら
こ
そ
思
え
た
事
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
私
の
隣
に
い
て
く
だ
さ
い
。

主人

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
長
野
県
・
専
業
主
婦
）

酒
井 

彩
那
さ
ん

入選

正

支
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4
才
年
上
の
あ
な
た
は
、
わ
が
ま
ま
な
僕
の
言
う
こ
と
を

い
つ
も
き
い
て
く
れ
た
ね
。
最
高
の
わ
が
ま
ま
は
、何
と
い
っ

て
も
僕
と
「
結
婚
」
し
て
く
れ
た
こ
と
。
二
人
の
娘
に
も
恵

ま
れ
幸
せ
な
日
々
が
続
き
、
こ
れ
か
ら
あ
な
た
と
第
二
の
人

生
を
歩
も
う
と
し
た
と
き
、
突
然
、
逝
っ
て
し
ま
っ
た
ね
。

で
も
、
も
う
少
し
待
っ
て
い
て
ね
。
き
っ
と
、
あ
な
た
と
も

う
一
度
「
結
」
ば
れ
た
い
か
ら
。

美伊

【贈りたい相手】

智

【贈り主】

（
千
葉
県
・
教
員
）

谷
口 

智
さ
ん

あ
と
何
年
共
に
元
気
な
状
態
で
、
生
き
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
？　

お
願
い
だ
か
ら
、
シ
モ
の
世
話
ま
で
さ
せ
な
い
で
ね

と
、
君
の
顔
に
は
書
い
て
あ
る
け
ど
…
こ
ん
な
幸
せ
な
人
生

を
お
く
れ
た
こ
と
を
、
ま
ず
君
に
〈
感
謝
〉。
周
囲
の
反
対
を

押
し
切
っ
た
結
婚
で
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
別
れ
ず
に
い
る
の

も
、
君
の
忍
耐
と
我
慢
の
賜
物
と
い
い
た
い
の
で
し
ょ
う

？！

う
ん
…
そ
う
だ
よ
ね
え
～
・
・
素
直
に
〈
感
謝
〉。
恒
に
己
の

意
志
を
押
し
通
し
た
だ
け
に
、
会
社
生
活
は
決
し
て
恵
ま
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
自
分
の
や
り
た

い
よ
う
に
や
ら
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
こ
れ
ま
た
〈
感
謝
〉。

そ
し
て
、我
儘
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
私
を
許
し
て
欲
し
い
と
、

最
後
に
ひ
と
こ
と
〈
陳
謝
〉。

妻

【贈りたい相手】

夫

【贈り主】

（
東
京
都
・
無
職
）

富
田 

満
さ
ん

謝
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い
つ
も
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
働
い
て
く
れ
て
い
る

パ
パ
。
そ
ん
な
あ
な
た
と
出
会
っ
て
、娘
が
生
ま
れ
て
か
ら
、

10
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
10
年
間
で
20
キ
ロ
太
っ
た
あ

な
た
を
私
は
冗
談
交
じ
り
に
い
つ
も
、「
パ
パ
は
太
っ
た
ね
。

豚
さ
ん
に
な
っ
た
。」
と
か
ら
か
う
け
れ
ど
、
出
会
っ
た
こ
ろ

か
ら
変
わ
ら
な
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
で
も

パ
パ
に
恋
し
て
い
る
こ
と
。
素
直
に
言
え
な
い
け
れ
ど
、
10

年
目
の
節
目
に
こ
の
言
葉
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

も
家
族
の
た
め
に
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

パパ

【贈りたい相手】

ママ

【贈り主】

（
静
岡
県
・
専
業
主
婦
）

中
嶋 
果
苗
さ
ん

私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
で
、
君
と
君
の
息
子
と
出

会
い
、
知
り
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
の
趣
味
が
絵
本
を
読
む
こ
と
と
、
君
の
趣
味
が
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
仲
良
く
な
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

私
が
病
気
を
し
た
こ
と
で
、
君
が
看
病
し
て
く
れ
、
結
婚
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
君
の
子
が
移
植
を
必
要
と
な
っ
た
こ
と
で
、
私
の

も
の
を
あ
げ
よ
う
と
な
っ
た
こ
と
で
、
私
も
病
気
が
見
つ
か
っ

て
命
拾
い
し
ま
し
た
。

全
部
が
全
部
『
な
る
べ
く
し
て
な
っ
た
』『
つ
な
が
る
べ
く

し
て
つ
な
が
っ
た
』
…
縁
…
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
幸
せ
で
す
。

奥様

【贈りたい相手】

夫

【贈り主】

（
千
葉
県
・
教
師
）

星
名 

義
明
さ
ん

入選

恋

縁
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『
お
前
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
俺
は
ホ
ー
ム
レ
ス
だ
』
結

婚
28
年
目
な
の
に
、
突
然　

夕
べ
何
を
言
い
出
す
か
と
思
い

ま
し
た
。『
お
ま
え
が
い
な
け
れ
ば
俺
は
何
に
も
で
き
な
い
。

長
生
き
し
ろ
』
っ
て
、
嬉
し
過
ぎ
る
ん
だ
け
ど
！ あなた

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
山
梨
県
・
専
業
主
婦
）

細
田 

み
わ
さ
ん

あ
な
た
と
私
は
食
べ
物
の
好
み
や
趣
味
、
背
格
好
や
将
来

の
夢
ま
で
も
が
同
じ
で
自
然
と
惹
か
れ
あ
い
ま
し
た
ね
。
他

人
の
二
人
が
結
婚
し
て
夫
婦
に
な
り
子
供
が
生
ま
れ
て
家
族

に
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
子
供
の
写
真
。
そ

の
中
に
あ
っ
た
一
枚
の
家
族
写
真
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
私

達
夫
婦
の
そ
っ
く
り
な
笑
顔
は
ま
る
で
兄
妹
の
よ
う
。
顔
だ

け
は
全
然
違
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
夫
婦
が
似
る
っ

て
本
当
な
ん
で
す
ね
。
あ
な
た
と
私
も
本
物
の
家
族
に
な
っ

て
い
た
ん
で
す
ね
。

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
静
岡
県
・
主
婦
）

森 

裕
子
さ
ん

愛

似
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1
年
前
、
友
達
と
う
ま
く
い
か
ず
孤
立
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
と
て
も
辛
く
て
い
つ
の
間
に
か
学
校
が
大
嫌
い
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
あ
る
1
人
の
先
生
に
で

あ
い
ま
し
た
。
今
ま
で
誰
に
も
自
分
の
話
を
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
け
ど
、
そ
の
先
生
に
は
何
故
か
な
ん
で
も
話
せ
ま
し

た
。〝
無
理
し
て
笑
っ
て
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
〟そ
う
い
っ
て

く
れ
た
先
生
の
お
か
げ
で
今
の
私
が
い
ま
す
。
い
つ
も
先
生

は
私
の
元
気
の
源
で
す
。
笑
顔
の
源
で
す
。

大好きな先生

【贈りたい相手】

秋山　華穂

【贈り主】

（
京
都
府
・
京
都
府
立
久
御
山
高
等
学
校
３
年
生
）

秋
山 
華
穂
さ
ん

零
は
、
す
べ
て
が
始
ま
る
数
の
1
番
最
初
の
数
字
。
私
が
ピ

ア
ノ
を
習
う
き
っ
か
け
は
、「
ゼ
ロ
」
と
い
う
一
瞬
の〝
や
っ
て

み
た
い
〟
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

今
の
私
は
、
ピ
ア
ノ
を
始
め
て
か
ら
数
え
て
何
番
目
か
と
考

え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
数
は
進
ん
で
い
な
く
て
「
1
」
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
数
が
大
き
く
な
る
の
は
「
日
々
の
練
習
と
自
分

自
身
が
先
に
先
へ
と
進
も
う
と
す
る
心
が
必
要
だ
。」
と
思
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
尊
敬
し
て
い
る

先
生
の
言
葉
で
し
た
。

新
し
く
零
か
ら
挑
戦
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
時
も
零

か
ら
粘
っ
て
数
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

尊敬する先生

【贈りたい相手】

景

【贈り主】

（
東
京
都
・
日
本
音
楽
高
等
学
校
２
年
生
）

木
田 

景
さ
ん

入選
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み
ゆ
う
と
は
も
う
会
っ
て
7
年
も
た
つ
ね
。

み
ゆ
う
は
桜
に
似
て
い
る
と
思
う
ん
だ
。

笑
っ
た
ら
ほ
ほ
が
桜
色
に
そ
ま
り
、
桜
の
よ
う
な
や
さ
し

い
心
、
桜
の
よ
う
な
み
ゆ
う
が
、
私
は
大
好
き
だ
よ
!

みゆう

【贈りたい相手】

あやか

【贈り主】

（
北
海
道
・
伊
達
市
立
伊
達
小
学
校
５
年
生
）

後
藤 

彩
花
さ
ん

困
っ
た
時
に
1
番
に
頼
っ
て
い
た
の
は
先
生
で
し
た
。
教

室
を
辞
め
る
時
に
先
生
は
、
い
つ
も
通
り
に
宿
題
と
ヒ
ン
ト

を
く
れ
ま
し
た
。「
自
分
か
ら
行
動
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
創

る
事
。」
と
「
自
分
自
身
に
ル
ー
ル
を
創
る
事
。」
で
す
。
最

近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
ヒ
ン
ト
を
理
解
出
来
て
「
調
え
る
。」

と
い
う
ル
ー
ル
を
創
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
、
調
え

て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

書道の先生

【贈りたい相手】

裕佑

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
兵
庫
県
立
三
木
北
高
等
学
校
２
年
生
）

實
藤 

裕
佑
さ
ん
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莉
子
ち
ゃ
ん
は
覚
え
て
い
る
か
な
。
中
学
生
の
頃
に
声
を

褒
め
て
く
れ
た
こ
と
。
私
は
そ
の
頃
ま
で
、
本
当
に
自
分
の

声
が
嫌
い
だ
っ
た
ん
だ
。
で
も
、
莉
子
ち
ゃ
ん
が
褒
め
て
く

れ
て
凄
く
嬉
し
か
っ
た
ん
だ
。
自
分
に
も
、
人
か
ら
褒
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
と
思
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
よ
。

だ
か
ら
私
も
人
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
褒
め
る
よ
う
に

し
て
い
る
よ
。
莉
子
ち
ゃ
ん
も
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
良
い

と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
た
く
さ
ん
褒
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら

な
あ
っ
て
思
う
よ
。

岩下　莉子

【贈りたい相手】

鶴留　真宝

【贈り主】

（
福
岡
県
・
北
九
州
市
立
高
等
学
校
２
年
生
）

鶴
留 
真
宝
さ
ん

受
験
の
準
備
の
た
め
、
夜
、
教
室
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
本

当
は
、
私
の
受
験
指
導
の
担
当
で
あ
る
貴
方
が
、
心
配
し
て
覗

き
に
来
て
く
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
。
馬
鹿
だ
。
今
で

は
本
当
に
恥
ず
か
し
い
。ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。で
も
、

暗
く
て
寒
い
独
り
の
教
室
、
果
し
て
貴
方
が
様
子
を
見
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
と
き
、辺
り
は
本
当
に
照
り
輝
い
た
。あ
れ
か
ら
、

私
は
大
学
へ
ゆ
き
、今
で
は
私
も
、い
ろ
ん
な
人
に
と
っ
て
「
昔

の
人
」
と
な
っ
た
。
私
に
と
っ
て
貴
方
も
、
も
う
昔
の
人
。
そ

れ
で
も
、
あ
の
夜
の
貴
方
の
輝
き
は
今
な
お
私
に
と
っ
て
特
別

な
燈
火
で
す
。

片思いをしていた先生

【贈りたい相手】

昔の生徒

【贈り主】

（
岡
山
県
）

林 

実
可
子
さ
ん

入選

燈
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い
つ
も
グ
サ
グ
サ
言
葉
を
さ
し
て
ご
め
ん
ね
。

で
も
ど
ん
な
こ
と
で
も
白
黒
は
っ
き
り
さ
せ
る
性
格
を
少

し
は
直
し
た
方
が
い
い
か
も
。
自
分
の
中
の
『
灰
色
』
は
大

事
だ
と
思
う
。多
少
は
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い『
灰
色
』が
あ
っ

て
も
い
い
と
思
う
よ
。
色
々
相
談
に
の
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

多
い
け
ど
よ
ろ
し
く
ね
。

こ
れ
か
ら
も
色
ん
な
こ
と
が
あ
る
と
思
う
け
ど
、ま
た
頼
っ

て
も
い
い
で
す
か
?

杏珠身

【贈りたい相手】

菜由

【贈り主】

（
東
京
都
・
立
川
市
立
立
川
第
八
中
学
校
２
年
生
）

原
田 

菜
由
さ
ん

ド
ラ
え
も
ん
に
出
て
く
る
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
が
よ
く
、「
心
の

友
よ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
に
も
心
の
友
が
い
て
、
そ

の
人
は
、
ぼ
く
が
、
転
校
す
る
前
の
小
学
校
に
い
ま
し
た
。

い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
、
泣
い
て
、
笑
っ
た
日
々
は
、

ぼ
く
の
宝
物
で
す
。
心
の
友
よ
、
ま
た
い
つ
か
い
っ
し
ょ
に

遊
ぼ
う
ね
。

友人

【贈りたい相手】

桧山　惇

【贈り主】

（
栃
木
県
・
茂
木
町
立
茂
木
中
学
校
１
年
生
）

桧
山 

惇
さ
ん
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「
志
高
く
!
」
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

あ
な
た
に
は
私
よ
り
高
い
場
所
か
ら
の
世
界
が
見
え
て
い

て
、
私
は
少
し
で
も
そ
こ
に
近
付
き
た
く
て
、
あ
な
た
の
背

中
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

私
の
目
標
の
先
に
は
い
つ
も
あ
な
た
が
い
ま
す
。

いつも背中を押して
くれた恩人

【贈りたい相手】

松澤　しおり

【贈り主】

（
北
海
道
・
苫
小
牧
中
央
高
等
学
校
１
年
生
）

松
澤 
し
お
り
さ
ん

私
達
っ
て
多
分
真
っ
直
ぐ
な
道
を
歩
い
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
よ
ね
。
曲
り
く
ね
っ
た
道
や
、
行
き
止
ま
り
に
出
く
わ
し
た

り
、
未
来
な
ん
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
、
な
ん
て
話
を
し
た
ね
。

よ
し
、
旅
に
出
よ
う
！
と
二
人
で
ア
メ
リ
カ
へ
と
向
か
っ
た
っ

け
。
飛
行
機
を
降
り
た
時
、何
か
変
わ
る
か
も
、と
思
っ
た
よ
。

見
上
げ
た
空
に
は
、
飛
行
機
雲
が
二
つ
並
ん
で
い
た
ね
。
ど
こ

ま
で
も
真
っ
直
ぐ
伸
び
て
い
た
け
れ
ど
、
決
し
て
交
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
。
帰
国
し
て
、
私
た
ち
は
お
互
い
の
道
へ
と
歩
き
始

め
た
。
別
々
の
道
で
も
、
時
折
腰
を
お
ろ
し
て
話
を
し
た
ね
。

歩
幅
は
違
っ
て
も
、ち
ゃ
ん
と
歩
い
て
き
た
。出
逢
っ
て
22
年
。

ゆ
か
り
は
、
双
子
の
男
の
子
の
母
と
な
っ
た
、
私
は
二
人
の
娘

の
母
と
な
っ
た
。
ち
ゃ
ん
と
、
あ
っ
た
ね
、
未
来
に
続
く
道
。

親友　ゆかり

【贈りたい相手】

くみこ

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
主
婦
）

三
藤 

久
美
子
さ
ん

入選

道
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そ
っ
ち
で
元
気
に
し
て
る
か
な
?
俺
よ
り
早
く
そ
っ
ち
に

行
き
や
が
っ
て
!!
小
さ
い
頃
ぎ
っ
ち
り
遊
ん
で
、
小
・
中
・

高
一
緒
や
っ
た
の
に
お
ら
ん
な
っ
て
つ
ら
い
け
ど
、
哲
平
が

し
た
か
っ
た
こ
と
は
俺
が
し
ち
ゃ
お
き
上
か
ら
見
よ
っ
て

や
!!
俺
が
そ
っ
ち
行
く
ま
で
ず
っ
と
見
守
っ
て
や
!

ま
、
そ
っ
ち
行
く
つ
も
り
な
い
け
ど
!!(

笑) 哲平

【贈りたい相手】

千晴

【贈り主】

（
高
知
県
・
高
知
中
央
高
等
学
校
１
年
生
）

森
木 

千
晴
さ
ん

生
生
は
卒
業
式
の
日
、
須
永
博
士
さ
ん
の
「
小
さ
な
優
し

さ
…
」
と
い
う
詩
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
詩
に
は
「
小
」

と
い
う
字
が
5
つ
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
は
「
小
」
と
い

う
字
は
縮
こ
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
苦
手
で
し
た
。
し
か

し
、「
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」
と
い
い
ま
す
。
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
で
も
す
ば
ら
し
い
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
先

生
は
気
付
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
詩

を
「
小
」
と
い
う
字
を
大
事
に
し
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中学の先生

【贈りたい相手】

小夏

【贈り主】

（
富
山
県
・
富
山
県
立
南
砺
平
高
等
学
校
１
年
生
）

和
田 

小
夏
さ
ん
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私
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
の
私
は
未
来
の
自
分
の
た
め
に
翼
を
作
っ
て

い
ま
す
。
時
に
は
、
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
自
分
を
信
じ
て
作
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
い
つ

か
完
成
し
た
と
き
に
、私
の
作
っ
た
翼
で〝
羽
〟ば
た
い
て〝
異
〟

国
で
活
躍
す
る
こ
と
の
で
き
る
翼
を
未
来
の
自
分
に
贈
り
た
い

で
す
。

未来の自分

【贈りたい相手】

恵伶名

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
聖
和
学
院
高
等
学
校
１
年
生
）

荒
井
　
恵
伶
名
さ
ん

30
年
以
上
も
前
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
時
に
、
担
任
は
児
童

ひ
と
り
ひ
と
り
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
言
葉
を
贈
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
に
は「
豊
」。
当
時
の
私
は
先
生
の
目
か
ら
見
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
溢
れ
で
て
く
る
豊
か
な
子
ど
も
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
大
人
に
な
っ
て
、
豊
か
さ
は
消
え
て
し
ま
っ

た
か
な
？
薄
れ
て
し
ま
っ
た
か
な
？
い
や
い
や
、
体
や
脳
み
そ

は
錆
び
付
い
て
も
、
そ
の
分
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
、
豊

か
な
人
生
を
送
っ
て
い
る
は
ず
。
こ
れ
か
ら
だ
っ
て
も
っ
と

も
っ
と
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
に
っ
こ
り
笑
っ
て
人
生
お

さ
ら
ば
す
る
そ
の
時
ま
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
見
聞
き
し
て
、

体
験
し
て
豊
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
と
思
う
の
で
す
。

私

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

（
長
野
県
・
主
婦
）

青
山 
昌
代
さ
ん

豊



ど
う
し
て
、「
希
」
と
い
う
漢
字
に
し
た
か
と
い
う
と
、
い

つ
も
、
自
分
に
対
し
て
、「
絶
望
」
し
か
持
て
な
か
っ
た
け

れ
ど
希
望
あ
ふ
れ
る
自
分
に
な
り
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。
毎
日
が
、
絶
望
な
日
と
思
い
こ
ん
で
い

ま
す
が
、
親
に
支
え
ら
れ
て
、
少
し
ず
つ
、
毎
日
が
希
望
あ

ふ
れ
る
日
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
「
希
望
」
と
い

う
言
葉
が
大
切
だ
と
、
分
か
っ
た
か
ら
、「
希
」
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
去
年
よ
り
も
、
今
の
方
が
幸
せ
で
す
!!
だ
か
ら

希
望
と
い
う
言
葉
に
感
謝
し
て
い
ま
す
!!
未
来
あ
る
将
来
を

希
望
あ
ふ
れ
る
将
来
に
し
た
い
で
す
!!

自分

【贈りたい相手】

綾汰

【贈り主】

（
愛
知
県
・
愛
知
県
立
岡
崎
聾
学
校
中
学
部
１
年
）

飯
海
　
綾
汰
さ
ん

良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
め
ぐ
り
に
巡
っ
て
自
分
に
運
ば

れ
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
流
れ
を
上
手
く
つ
か
め
て
い
ま
す

か
。
自
分
と
い
う
存
在
を
発
信
で
き
て
い
ま
す
か
。
ち
っ
ぽ

け
だ
っ
て
い
い
。
そ
ん
な
自
分
を
認
め
て
包
み
込
む
よ
う
に

愛
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
環
境
を
取
り
巻
く
全
て
の

こ
と
が〝
私
〟か
ら
で
き
て
い
る
。
今
、
自
分
は
何
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。

私

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

（
東
京
都
・
会
社
員
）

大
久
保 

彩
さ
ん

環

129　



［ 自 分 部 門 ］

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
梨
心
は
き
っ
と
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

だ
ろ
う
。
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
友
達
が
い
る
で
し
ょ
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
自
信
を
た
っ
ぷ
り
持
っ
て
聞

き
な
さ
い
。
殻
を
や
ぶ
っ
て
聞
き
な
さ
い
。

そ
し
た
ら
み
ん
な
が
梨
心
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

未来の自分

【贈りたい相手】

過去の梨心

【贈り主】

（
佐
賀
県
・
神
埼
市
立
千
代
田
東
部
小
学
校
６
年
生
）

白
濱 

梨
心
さ
ん

入選
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不
惑
の
年
と
い
わ
れ
る
年
が
近
づ
い
て
き
て
不
惑
ま
で
の
境

地
に
は
達
し
て
い
な
い
け
ど
、
辛
い
こ
と
や
思
い
通
り
に
い
か

な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
だ
い
ぶ
心
静
か
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
。
若
い
頃
に
比
べ
て
よ
う
や
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

情
ば
か
り
に
傾
き
づ
ら
く
な
り
、
穏
や
か
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
今
ま
で
生
き
て
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

自分

【贈りたい相手】

自分

【贈り主】

（
東
京
都
・
主
婦
）

宍
倉 

 
美
奈
子
さ
ん

静



色
々
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
臆
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ね
。

自
分
で
い
ら
れ
る
場
所
が
き
っ
と
あ
る
よ
。
動
か
な
い
と
何

も
変
わ
ら
な
い
よ
。
駄
目
も
と
で
出
た
結
果
は
、
今
後
の
過

程
に
過
ぎ
な
い
よ
ね
。
帆
を
張
っ
て
、
動
い
て
み
よ
う
よ
。

新
し
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
。

自分

【贈りたい相手】

自分

【贈り主】

（
広
島
県
・
介
護
職
）

瀬
戸 

美
果
さ
ん

一
年
後
っ
て
い
っ
た
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
一
次
試
験
の
結
果
発

表
の
頃
か
な
ぁ
。「
消
防
士
」
に
な
る
夢
、
諦
め
ず
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
か
?
今
の
僕
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ(

笑)

「
何
も

咲
か
な
い
寒
い
日
は
、
下
へ
下
へ
と
根
を
伸
ば
せ
、
や
が
て

大
き
な
花
が
咲
く
」
と
い
う
言
葉
を
糧
に
。
僕
は
、
信
じ
て

い
ま
す
。
何
度
、
上
の
枝
や
茎
が
折
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
自

分
の
志
を
下
へ
伸
ば
し
て
行
け
ば
、
必
ず
人
生
に
大
き
な
花

を
咲
か
せ
ら
れ
る
こ
と
を
。

な
の
で
、
こ
の
漢
字
を
あ
な
た
に
贈
り
ま
す

！！ 一年後の自分

【贈りたい相手】

今の自分

【贈り主】

（
静
岡
県
・
富
士
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
高
等
課
程
２
年
）

高
橋 

直
也
さ
ん

帆
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［ 自 分 部 門 ］

娘
に
子
供
が
で
き
た
。
つ
ま
り
私
に
と
っ
て
は
孫
で
あ
る
。

そ
の
子
育
て
を
そ
ば
で
見
て
い
る
と
最
近
自
分
を
褒
め
た
く

な
っ
た
。「
自
分
っ
て
偉
い
。
三
人
も
子
供
を
産
ん
で
育
て
た

ん
だ
も
の
！
」
と
一
人
で
つ
ぶ
や
い
た
。
産
ん
だ
か
ら
に
は
育

て
る
の
は
親
の
つ
と
め
…
と
思
っ
て
無
我
夢
中
の
30
年
だ
っ
た

が
子
供
を
育
て
る
の
は
本
当
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
い
る
こ
と
だ
。

し
か
も
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
今
孫
を

見
て
密
か
に
自
分
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
す
。 恒川　淳子

【贈りたい相手】

恒川　淳子

【贈り主】

（
奈
良
県
・
主
婦
）

恒
川 

淳
子
さ
ん

入選
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23
歳
で
3
人
目
を
続
け
て
妊
娠
し
ま
し
た
ね
。
最
初
は
右
も

左
も
わ
か
ら
ず
不
安
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
で
も
辛
い
悪
阻
に

陣
痛
を
耐
え
抜
い
た
あ
な
た
は
凄
く
強
い
女
性
だ
よ
。
ど
う
し

て
自
分
に
自
信
を
持
た
な
い
の
。
笑
顔
で
い
て
こ
そ
輝
け
る
の

に
。
妊
娠
線
が
出
来
た
り
体
型
が
崩
れ
た
か
ら
自
信
が
な
い

の
?
目
ま
ぐ
る
し
く
流
れ
る
日
々
代
わ
り
映
え
な
い
毎
日
に
子

供
た
ち
の
お
世
話
。
疲
れ
た
の
か
な
。
で
も
平
凡
な
中
で
子
供

達
は
成
長
し
て
る
。
も
う
少
し
肩
の
力
抜
い
て
周
り
を
気
に
せ

ず
自
分
ら
し
く
生
き
て
。
き
っ
と
自
分
が
大
好
き
に
な
っ
て
る

よ
。

私

【贈りたい相手】

過去の私

【贈り主】

（
福
岡
県
・
主
婦
）

田
辺 
真
里
香
さ
ん

己

褒



周
り
の
人
た
ち
に
先
を
越
さ
れ
て
焦
る
時
も
、
思
い
通
り

に
い
か
な
く
て
苦
し
い
思
い
を
し
た
時
も
、
わ
た
し
は
わ
た

し
で
い
い
ん
だ
よ
。

「
ウ
サ
ギ
と
亀
」
の
亀
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
で
も
一
歩

一
歩
自
分
の
道
を
歩
い
て
い
こ
う
。
一
生
懸
命
歩
い
て
い
け

ば
、
い
つ
か
必
ず
ゴ
ー
ル
に
辿
り
着
け
る
か
ら
。

人
と
比
べ
る
必
要
な
ん
て
な
い
。
わ
た
し
は
わ
た
し
で
い

い
ん
だ
よ
。

わたし

【贈りたい相手】

わたし

【贈り主】

（
宮
城
県
・
保
育
士
）

八
巻 

淑
恵
さ
ん

自
分
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
始
め
た
り
す
る
こ
と
が
苦

手
な
私
に
、「
始
」、
こ
の
漢
字
を
贈
り
ま
す
。

待
っ
て
い
て
も
チ
ャ
ン
ス
は
来
な
い
。
例
え
ば
、
演
劇
で

い
う
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
な
い
と
、
始
ま
ら
な
い
。

始
め
る
に
は
勇
気
が
い
り
ま
す
が
、
そ
の
勇
気
を
持
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
、
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

舞夏

【贈りたい相手】

舞夏

【贈り主】

（
東
京
都
・
東
京
学
芸
大
学
附
属
世
田
谷
小
学
校
６
年
生
）

山
本 

舞
夏
さ
ん

亀
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楽

幸

明
希

希

希

和

2016年6月29日（水）OPEN!

www.kanjimuseum.kyoto

ジ～ッと見るだけじゃない、漢字を体験してワクワク、びっくり、
なるほど！小学生から大人まで楽しめる体験型ミュージアム。
１００年後の日本の漢字文化を育て、発展・継承していくための
発信基地。「漢字って面白い！」と思う子供たち・大人たちを
たくさん増やしたい！

漢
字
を
見
て
聴
い
て
触
れ
る

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
展
示
・
映
像
シ
ア
タ
ー

・
2
0
1
5
年「
今
年
の
漢
字
®
」

・
漢
字
の
歴
史
絵
巻

・
書
く
道
具
と
素
材
の
進
化
展
示

・
漢
字
五
万
字
タ
ワ
ー

・
映
像
シ
ア
タ
ー

・
多
目
的
室

・
漢
字
の
要
素
、形
・
音
・
義
の
特
徴
を

 

約
20
の
体
験
展
示
で
学
ぶ

・
象
形
文
字
を
探
そ
う

・四
字
熟
語
で
遊
ぼ
う

・
魚
偏
の
魚
く
る
く
る
寿
司

・
体
で
漢
字
を
つ
く
ろ
う

・
本
物
の
甲
骨
文
字
を
見
て
み
よ
う

・
企
画
展
示
室

・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム

・
開
架
図
書
館

映
像
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
資
料
に
触
れ
る
ハ
ン
ズ
オ

ン
装
置
な
ど
の
体
験
的
な
手
法
を
用
い
て
、
日
本

独
自
の
文
字
と
し
て
発
展
・
変
容
し
て
き
た
漢
字

の
歴
史
が
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

【
交
通
】　
﹇
電
車
﹈京
阪
電
車
京
阪
本
線『
祇
園

四
条
駅
』6
番
出
口
か
ら
八
坂
神
社

方
面
へ
徒
歩
5
分

阪
急
電
車
阪
急
京
都
線『
河
原
町

駅
』木
屋
町
南
出
口
か
ら
八
坂
神
社

方
面
へ
徒
歩
8
分

地
下
鉄
東
西
線『
東
山
駅
』2
番
出

口
か
ら
東
大
路
通
を
南
へ
徒
歩
10
分

﹇
バ
ス
﹈京
都
市
バ
ス
12
・
31
・
46
・
80
・

1
0
0
・
2
0
1
・
2
0
2
・
2
0
3
・

2
0
6
・
2
0
7
系
統『
祇
園
』下
車

す
ぐ

【
入
館
料
】大
人 　
　
　
　

 

￥
8
0
0

　
　
　
　

大
学
生
・
高
校
生 

￥
5
0
0

　
　
　
　

中
学
生
・
小
学
生 

￥
3
0
0

　
　
　
　

未
就
学
児 　
　

 

無
料

　
　
　
　

障
が
い
者　
　
　

 

無
料

　
　
　
　

各
種
割
引
制
度
あ
り

【
開
館
時
間
】9:

30‒

17:

00

【
休
館
日
】月
曜
日（
祝
日
の
場
合
、翌
平
日

　
　
　
　

に
振
替
）

　
　
　
　

年
末
年
始
、臨
時
休
館
あ
り

【
所
在
地
】 

〒
6
0
5-

0
0
7
4 

京
都
府
京
都

市
東
山
区
祇
園
町
南
側
5
5
1
番

地（
京
都
市
旧
弥
栄
中
学
校
跡
地
）

展
示
内
容

ア
ク
セ
ス

京
都に
NIPPON初

の
【
1
F
】

利
用
案
内

漢
字
で
遊
び
楽
し
み
学
べ
る

展
示
コ
ー
ナ
ー・
図
書
館

漢
字
の
仕
組
み
や
特
徴
が
遊
び
の
ツ
ー
ル
と
な
る
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
展
示
エ
リ
ア
で
す
。
遊
び

な
が
ら
漢
字
に
親
し
め
る
上
、
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
2
F
】
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【
1
F
】

利
用
案
内

漢
字
で
遊
び
楽
し
み
学
べ
る

展
示
コ
ー
ナ
ー・
図
書
館

漢
字
の
仕
組
み
や
特
徴
が
遊
び
の
ツ
ー
ル
と
な
る
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
展
示
エ
リ
ア
で
す
。
遊
び

な
が
ら
漢
字
に
親
し
め
る
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、
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
2
F
】
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